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mw
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F
A
V
E
H
v
p
去
と
株
式
合
同
一
肱

i
l
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株
式
合
祉
費
生
史
の
序
説
的
断

大

塚

久

雄

内
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一
、
問
題
の
所
在
－
j
i
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二
、
旬
。
山
口
ナ
習
0
0
阿
の
c
g吉
田
吋
の
基
本
的
特
質
：
：
j
i－－：－
j

i
－－：：：

j

i
－－
1
：
：
：
：
：
・
：

i
t

－
－
一
、
旬
。
宮
ナ
望
。
島
。
。
巴
匂

gu『
と
株
式
曾
枇
と
の
差
異
並
び
に
史
的
閥
聯
：
：
J
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－－：：一一一口

株
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命
日
祉
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一

．圃．．． 、

所

在

問

題

の

生
史
は
凡
モ
ニ
の
焦
黙
を
も
っ

τゐ
る
。

程
の
史

一
は
和
蘭
束
印
度
合
枇
設
立
過

的
究
明

そ
の

議

旬
。
山
口
件

a
m
R
S
H刊
の
C
E宮
白
河
と
株
式
合
一
枇



商

号主

諭

叢

第

十

周

波

で
あ
b
、
他
は
英
吉
利
束
印
度
合
同
祉
の
構
造
的
議
達
の
跡
づ
け
、
之
で
あ
る
。
と
乙
ろ
で
乙
の
第
二
の
英
吉
利

束
印
度
合
日
枇
は
、
周
知
の
や
う
に
、
英
吉
利
経
済
史
上
ア
フ
リ
カ
命
日
祉
、

ロ
シ
ヤ
命
日
祉
、

マ
イ
ン
ズ
・
ロ
イ
ヤ

山
戸
命
日
祉
な
ど
と
相
並
ん
で
、

旬。山口昨’
2
2
r
。。
E
H
V
S
W
左
よ
ば
れ
る
制
度
の
重
要
な
一
例
を
形
遣
っ
て
ゐ
る
。

そ
乙
で
営
然
に
乙
の
所
謂
旬
C

山口件品
S
o
r
O
B
－MPミ
な
る
も
の
、
研
討
が
「
株
式
命
日
祉
費
生
史
」

の
主
要
な
一

節
と
な
す
乙
と
、
な
る
の
で
あ
る
。

乙
の

旬。山口ア市山酔
c
d
F

。。
B
町田己可

の
歴
史
に
つ
い
て
、

先
づ
わ
れ
／
＼
の
想
起
す
べ
き
は
、

か
の
ス

コ
、y

ト

〔巧－

F
a
g
z
の
劃
期
的
な
著
書
A
‘
目
。
。
c
口明戸
M
E
t
－

s
L
E
5
5
3同
国
ロ
モ
回
Y
m
w
g
丘町
r
g仏

rur

旬。山口寸沼君。
r
（〕
C
B
宮
巳
g
Z
H叶
g
u
ω
2
r・〔
3
5
i
E〕V
で
あ
る
が
、

乙
の
芯
大
な
著
述
の
蹄
結
と
し
て
、

十三回
7
2
2
r
ゐ
c
B
H
v
pロ可

制
の
起
源
に
つ
主
著
者
ス
コ
ッ
ト
の
提
示
し
た
要
約
は
略
L
q

衣
の
如
く
で
あ
っ
た
、

『旬。山口？
2
2
r
（〕
C
B
宮
与
な
る
制
度
は
二
つ
の
淵
源
を
も
っ
て
ゐ
る
。

一
は
古
き
商
人
ギ
Y
ド
に
端
を
殺
し

ス
テ
イ
プ
u
y

・
7

I
チ
ャ
ン
ツ
組
合
及
び
マ

I

チ
ャ
ン
ト
・
ア
ド
グ
ェ
ン
チ
ュ
ア
ラ
ー
ズ
組
合
等
を
経
て
十
六
世
紀
半

頃
以
降
そ
の
姿
容
を
整
へ
る
に
至
っ
た
と
乙
ろ
の
制
規
組
合
制
度
〔
宅
関
口
室
主

S
臣
官
白
河
〕

ン
メ
ン
ダ
、
ソ
サ
イ
エ
タ
ス
或
以
は
バ

I

ト
ナ
I

シ
ッ
プ
と
よ
ば
れ
て
中
世
よ
b
惇
へ
ら
れ
た
と
乙
ろ
の
営
座
的

で
あ
b
、
他
は
コ

舎
一
祉
制
度
で
あ
る
。

乙
の
バ

I

ト
ナ
I

シ
ッ
プ
に
制
規
組
合
の
外
枠
〔
カ
ン
バ
ニ

I
制

l
l後
遺
〕
が
接
木
せ
ら

れ
た
も
の
が

F
E？
E
g
w
（ピ巴勺

g可
な
の
で
あ
る
、
』
と
。
却
ち
、

ス
コ
ッ
ト
は
、

制
規
組
合

〔
円

mwmz

－P4Rm仏



。。

B
3
3〕
の
中
氏
殺
生
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
ジ
v
プ
が
蹟
大
し
訟
に
制
規
組
合
の
も
つ
カ
ン
バ
ニ

1
的
外
枠
と
癒

十
す
る
に
い
た
る
事
賓
の
う
ち
に
、

EEtasr
。。

325可
制
度
の
生
誕
を
看
取
し
た
の
で
あ
つ
が
。

＊
。
勺
・
。
広
岡
唱
問
V

－H
E－－
P
＝
L
τ
・］戸印同ト『・。件。

と
乙
ろ
で
乙
の
＊
、
、
、

史
家
に
よ
っ
℃
無
分
析
の
ま
」
『
株
式
曾
祉
』
〔
kprに
g
m
g乙
r
L
H
P
P
E
P
E
－gN
0
2
5
E
g
o
－5旬
〕
の
脱
税
生
の

、
、
、

u
y
z
I

マ
に
轄
用
せ
ら
れ
る
か
或
は
少
く
と
も
そ
の
一
の
「
型
」
〔
英
吉
利
型
〕
と
し
て
理
解
せ
ら
れ
る
か
し
て
、

守
山
口
丹
1
3
吉
井
。
。
田
宮
与
の
殺
生
に
関
す
る
ス
コ
ッ
ト
の
結
論
が
、

そ
の
後
大
陸
の
多
く
の

以
て
現
在
に
到
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
注
意
す
べ

3
事
買
で
あ
る
。

＊
そ
の
や
込
例
外
的
な
存
在
と
し
て
、
私
は
フ
ァ
ン
・
プ
ラ

I
ケ
ル
の
名
を
あ
げ
て
お
〈
O

z
g
S
］己件。

E
C月一一
r
2
f＝
己
富
市
古
E
ぬ

A 
《
四
時
〉

r
t自
宅
密
口
初
予
喜
一
〈
・
同
・
由
。
N

・
Z
・
4
4
正
面
。
吉
宗
向
。
2
F
U円・

m－ぢ∞
1
2・
＊
 

例
へ
ば
株
式
合
世
殺
生
史
に
閲
す
る
。
ソ
ム
バ
w
y

ト
的
問
解
を
者
よ
。
彼
は
ス
コ
ッ
ト
的
結
論
を
直
裁
に

凡
そ
株
式
命
日
枇
形
態
殺
生
一
般
に
推
し
及
ぼ
し

τゐ
る
。
彼
に
従
へ
ば
、
「
初
期
の
株
式
曾
祉
の
多
〈
は
制
規
組

合
と
コ
ン
メ
ン
ダ
の
交
錯
と
い
ひ
う
る
』
の
で
あ
っ

τ、
そ
れ
は
も
ち
λ
ん
英
吉
利
の
史
買
に
妥
常
し
、
ま
た

申

ψ

小

、

、

、

和
蘭
束
印
度
合
枇
に
も
妥
営
す
る
。
更
に
ク
I
η
ノ
ッ
シ
ャ
ヤ
ー
も
素
朴
に
乙
の
や
ソ
ム
バ

Y

ト
的
見
解
に
追
随
し
て

＊＊＊ 

ゐ
る
。＊
抑
制
稿
、
『
株
式
合
一
昨
旧
民
生
史
の
閣
内
論
』
経
済
拳
論
集
、
問
ノ
一
、
六
O
頁
以
下
。

＊
常

m
o
E
r
p
F
P・
P・
0
・
白
・
同
問
中

I
1因
に
、
ゾ
ム
バ
ル
ト
自
身
は
そ
の
所
設
を
直
接
に
λ

ヨ
ッ
ト
に
結
び
つ
け
ず
し
て
、
む
し
み
フ
ァ
y
・

自命

議

h

『
岳
山
己
主

sr
。σ苦言
＝
可
と
株
式
命
官
枇
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続

gq 

デ
ル
・
ρ

イ
ヂ
シ
の
所
設
に
最
も
近
し
と
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
嘗
て
指
摘
し
て
お
い
た
や
う
に
全
く
見
蛍
ち
が
ひ
で
あ
る
o

＊

fm〉
ロ
官
ロ
百
円

g
J司
言
語

E
町一宮向。
unr円。
r
g
L
F
密・

8
0
1
8
H－

B 

と
乙

λ
で
、
古
く
は
A

イ
ス

〔
凸
片
岡
可
申
】

よ
b
プ
ァ
ン
・
プ
ラ
I
ケ
w
y

及
び
ア
ァ
ン
・
デ

w
・山
p

る
と
乙
ろ
の
、
和
蘭
束
印
度
曾
祉
設
立
史
に
関
す
る
一
一
聯
の
研
究
に
よ
っ
て
提
示
せ
ら
れ
た
史
賃
を
冷
静
に
検

討
す
る
な
ら
ば
、
少
く
も
和
蘭
束
印
度
合
祉
に
つ
い

τは
、
到
底
グ
ム
バ

Y

ト
・
ク
I
ヲ
ッ
シ
ャ
I
的
シ
ェ
ー
マ
の

正
営
性
を
認
め
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
そ
乙
で
あ
る
史
家
は
ス
コ
v
ト
的
な
シ
ェ
ー
マ
を
英
吉
利
に
の
み
限
局

し
、
以
℃
和
蘭
と
英
吉
利
と
を
相
互
に
無
紘
は
別
々
の
シ
ェ
ー
マ
を
以

τ理
解
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
例
へ

＊
 

へ
v
ク
シ
ャ
ー
の
如
さ
が
そ
れ
で
あ
る
。

は盲

米
何
回
目
何
回
開
口
】
副
主

5
3
同
）

2
区
2
r
m
a
M】円
2
E
5
・H
u
m
F
R
i
l
l
h刊
か
L
る
見
解
段
、
巳
に
ス
コ
ッ
ト
O
著
書
の
向
現
以
前
に
お
い
て
、

z
l
レ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
っ
て
と
ら
れ
て
ゐ
る

o
切
F
a
r
s－仏何回
M
Z
ロr
耳拘
w

門

S
N
o
－SF
S
品。『］
F4MMぬぬ

2u
口・
mw
－
R
－

ezrJ可C
H
T
a
i

三
尽
皆
｝
wp
富山口
HHO
出
色
。
z
g
s四
品
。
『
図
書
門
回
。
Ha問。

E
ロ
2
E
F
］F
F
H同
門
〉
＝
2
・〈－

m・日印凸・

、
、
、

併
し
乍
ら
か
、
る
見
解
が
、
株
式
合
枇
殺
生
史
の
統
一
的
・
斑
論
的
把
握
そ
の
も
の
L
放
棄
に
蹄
結
す

c る
も
の
で
あ
る
之
と
は
云
ふ
迄
も
在
い
乙
と
で
あ
る
。
そ
乙
で
ジ
w
y

バ
I
ν
f、
、
ッ
ト
の
如
き
は
乙
の
和
蘭
及
び

一
方
和
蘭
束
印

英
吉
利
に
ゐ
け
る
二
つ
の
シ
ェ
ー
マ
タ
を
統
一
的
に
理
解
せ
ん
と
試
み
た
。
す
攻
は
ち
彼
は
、

＊
 

度
曾
祉
の
設
立
に
つ
い
て
は
ア
ァ
ン
・
プ
ラ
I
ケ

Y
の
所
説
の
正
時
同
志
を
承
認
し
、
且
つ
他
方
英
吉
利
に
つ
い
て

は
ス
コ
ッ
ト
的
結
論
を
株
式
曾
祉
費
生
の
シ
ェ
ー
マ
と
し
℃
妥
営
せ
し
め
っ
、
、
而
も
制
規
組
合
を
彼
の
い
は
ゆ



、
．
、
、
、
、
＊
＊

る
コ
ン
バ
ニ
ア
と
見
倣
す
乙
と
に
よ
っ
て
制
規
組
令
と
合
名
曾
祉
を
同
一
範
暗
に
還
元
し
、
以
て
乙
の
二
つ
の

命
題
乃
至
シ
ェ
ー
マ
タ
を
和
解
せ
し
め
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
嘗
て
指
摘
し
℃
ゐ
い
た
や
う
に
、

資
本
集
中
の
形
態
た
る
合
名
曾
祉
の
本
質
を
一
部
、
封
建
的
な
家
族
共
同
臆
闘
係
に
解
消
し
、
以
て
そ
れ
と
ギ

y
ド
の
一
襲
形
た
る
制
規
組
合
と
の
同
質
性
を
主
張
せ
ん
と
す
る
が
如
き
は
、
明
か
な
方
法
論
的
誤
謬
を
ふ
く

＊
火
。
求

ん
で
ゐ
る
か
ら
、
乙
の
和
解
の
試
み
も
全
く
の
不
成
功
に
終
ら
ぎ
る
を
乏
な
か
っ
た
。

＊
株
式
合
一
枇
後
生
の
質
般
的
某
礎
を
ば
、
そ
の
周
閣
に
多
数
の
コ
シ
メ
ジ
ダ
的
出
資
を
蛸
集
せ
し
め
た
る
合
名
令
枇
な
り
と
す
る
所
設
。
拙
稿
、

一
掲
、
五
八
頁
以
下
。

＊
＊
m山
口
ず
ぬ
同
国
各
自
己
酔
祖
国

g
o山
戸
内
何
回
目
ぬ
＝

z
pロ
rpr四
円
由
。

r
o
p・
a・
8
R・l
l拙
稿
、
前
掲
、
七

O
頁
以
下
。

＊
＊
＊
拙
稿
、
前
掲
、
七
O
頁
以
下
。

以
上
の
叙
述
に
よ
っ
て
、
従
来
の
史
家
が

旬C
日E1200rA〕
σ
B
3ロ
可
の
殺
生
に
闘
す
る
ス
コ
ッ
ト
の
結
論
を

直
ち
に
！
｜
少
く
と
も
英
古
利
に
あ
け
る

l
l
『
株
式
命
H

吐
殺
生
の
シ
ェ
ー
マ
』

貫
及
川
ω
そ
れ
に
よ
っ
て
株
式
合
枇
殺
生
史
論
一
般
が
救
ぴ
難
さ
迷
路
に
陥
つ
℃
ゐ
る
事
が
略
明
か
に
な
っ
た
と

思
ふ
。
而
し
て
乙
の
ア
ポ
η
ノ
ヤ
乙
そ
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
現
在
に
い
た
る
迄
株
式
命
日
枇
殺
生
史
の
統
一
的
理
解

と
見
倣
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
事

並
び
に
叙
速
を
阻
碍
し

τ来
た
最
大
の
原
因
で
あ
る
。

さ
て
右
の
如
き
ス
コ
ッ
ト
の
結
論
を
直
ち
に
「
株
式
合
祉
経
生
の
ジ
ェ
！
？
」
に
轄
用
し
た
乙
と
は
、

い
よ
迄

も
な
く
、
従
来
英
古
利
の
旬
。
日
ロ
ナ
害
。
。
伊
丹
。
BHMロ
ミ
と
「
株
式
曾
祉
』
〔
猫
逸
の

kF辛口問
g
。－

f
r
p
p
和
蘭
の

.，，さき
田畑

主浸

h
『

C
E？
言
ccw

。cE同V
U
E
U
『
と
株
式
合
一
枇

ヨ王
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四

務

S
P
E
Cむ
N
O

ペ
B
u
g－問。
Z
ち
が
素
朴
に
同
一
一
瞬
乃
至
同
一
の
範
時
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
の
如
く
に
見
倣

＊

ム

Y

九
氷

遣
れ
た
乙
主
、
一
密
接
に
関
聯
し
て
ゐ
る
。
例
へ
は
、
プ
レ
ン
タ
I

ノ
に
し
ろ
、
ゾ
ム
バ

Y
ト
に
し
ろ
、
エ

I

レ

品
＊
＊

ンペ

Y
ク
に
し
ろ
、
何
れ
も
何
の
断
’
り
も
攻
し
に
旬
。
日
5
1
2
0岳
会
包
】
V
P
ミ

を

kpzr出向。肋巾］］回
nrpp
と
郁
諜

。司

準

論

議

ム
ノ、

し
て
ゐ
る
事
賞
に
注
目
せ
よ
。

占

xepM」
。
切
』
冨
己
伊
国
m
f
M
出
円
凶
器
。
。
聞
の

r
r
r
g
色。『

44wg。
「
齢
『
己
目
。

r。
口
同
三
耳
目
⑦

rHH吉
川

判

］

T

）ロぬ
g
ロ
L
9
H
H・
閉
山
・

5
u・
R
－

＊
＊
句
。
円
足
己

g
g
F
Z富
山
町
d
M
E
d
m
w
H
号
、
同
町

m
l
lも
っ
と
も
彼
は

mgz
の
い
は
ゆ
る
の

r
z
z
m
E
r
g
g勺
P
E
Z
の
多
〈

、、、

が
事
賃
上
株
式
合
枇
で
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
十
分
に
承
認
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

＊
＊
＊
同
）

g
N己
S12AHAW吋
吋
＝
ぬ
相
官
♂
ロ
－

m
F
日間∞－

併
し
乍
ら
、
果
し
て

匂
C
U
H
4げ
t
m

叫酔門。】州（ゲ白戸』
M
D
巴
U
可

は
た
い
、
ち
に
『
株
式
命
日
祉
』
で
あ
る
か
。
之
に
艶
し
℃
は
上

述
の
乙
と
か
ら
し
て
強
さ
疑
問
が
提
出
せ
ら
れ
、
ぎ
る
を
え
な
い
。
私
見
を
直
裁
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
杢
く
否
で

あ
る
e
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史
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概
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。
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蘭
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述
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史
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。
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概
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て
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。
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概
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℃
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ら
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＊
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瞭
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。
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。
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古
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に
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岡
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。
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。

こ
の
知
直
載

に
規
定
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
が
、
そ
の
根
本
的
な
特
質
は
、

ゐ
そ
ら
く
『
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
個
人

性
を
超
え
た
「
怯
人
格
」
〔
HwmOE名
0
5
0ロ
〕
を
も
っ
と
こ
ろ
の

＊
 

た
る
事
賓
」
に
求
む
べ
き
で
あ
ら
う
。
後
述
の
如
く
、
カ
ム
バ
－
一
ー
た
る
法
的
性
質
は
「
特
許
扶
」
〔

2
5吋芯吋〕

「
公
的
闇
鱒
」
〔
同
日
旬
。
E
江

g
u
g身
寄
在
日
。
〕

i
l王
室
の
で
あ
れ
議
曾
の
で
あ
れ
ー
ー
に
よ
っ
て
賦
興
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
制
規
組
合
に
せ
よ
、
ま
た

旬。日
E
’m
Z岳
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右
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瞭
に
規
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

＊＊ 

制
規
組
合
の
奥
型
的
な
も
の
と
せ
ら
れ
る
、
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
・
カ
ム
バ
ニ

I

の
特
許
朕
二
五
七
九
〕
の
初j
"-.,, 

i.r 中
に
は
次
の
如
く
に
記
吉
れ
℃
ゐ
る
、

『：：：

F
4：
；
：
忌
と
す
。
回
。
町
長
。

S
E署
g
E
U己雷同許可
O
H
E色
。
図
。
ゲ
え
旬
。
古
3
『匂
U
E
T
円
目
白
色
匂
C
E
W
許可宮。

。コ

tm］P
E
P色。
P
出
品
目
ロ
ロ
田
2
0
2
L
E
r胆】】
H
w
p
ィ。日）句。仲己伊］】

E口内

g即日。口町
C
Z
4
2
ず
u
二
】
呂
田
回
目
白
戸
『
の
c’

g『ロ
2
5
回
出
岳
山
町
宮
丘
町
出
己
］
F

－rd比
四
日
℃
唱
え
岳
。
〕
話
回
H
O
T
E
E
S
A
出
器
己
ロ
ロ
L
・t
・－・・：」

＊＊＊ 

ま
た
旬
。
M
E
E
m
r
s
r
c
c
B
M
gミ
の
一
典
型
と
見
倣
，
w
d

れ
る
マ
イ
ン
ズ
・
ロ
イ
ヤ
w
y

曾
祉
の
特
許
獄

二
五
六

八
・
五
・
二
八
〕

の
中
に
あ
い
℃
も
次
の
如
く
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
、

l
l

論

ii長

れ
『

crw件
i
g
c－
r
c
c
E由
民
ロ
ー
と
株
式
合
鮭

:fL 



京司

当4

円 h

•~n 

害警

第

十

阿

波

。

「：：・・
4

ケ
ゲ
記
件
｝
岡
市
句
ゲ
河
乙

5
出

M
H
5
0
0内
向
。
e血
N3M。圏、

』
踊
崎
町
柏
崎
ぬ
お
な

asa 円
。
苦
言
。
お
え
さ

略。園、
陣
号
車
川

冠
雪

g
周。剛志向明｝｝ロ］－

r
p
c
g
rロ
う
え

S
F
n
5
7身田川
C

宮
町
三
回
目
拡
幅
］
ご
言
。
弓
2
与
え
出

Z
Z
d
g
tさ
と

町
内
己
主
可
。
吋

F
g】田
市

F
2
Z
F
Z
P己
巴

出

品

E
H
P
E
O
－－；・：：』

＊
（
〕
戸
岡
山
一
。
。
戸
内
門
。
『
の

p
p
m
－。・
F
3
・白白む・

＊
＊

h
E
r
E
r
g
s門
田
中
島
町
民
門
口
2
E
C司
岳

⑦

】

u
g
E
E
⑦
ロ
ロ
母
国
ロ
ツ
－

uw
に串・

＊
＊
＊

C
E
1
3
m
p
w
r
a
s
E与の
E
O同
吋

H
d《
岡
山
口
例
。

o
g市
門
戸
口
問
。
∞
〉
－

H
V・
同
日
目
。

i
凶
寸
（
）
叫
・
司
合

右
の
如
く
「
カ
ム
バ
ニ

I
」
な
る
制
度
は
「
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
個
人
性
を
超
え
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ろ
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司
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－
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。
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℃
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醸
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す
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。
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℃
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錯
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。
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萎
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ニ
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coi 

J4

、。吋同一回。『、

一
人
乃
至
ニ
人
の
同
）

4
z
q
I
C
2
2
5円
及
び
十
二
人
あ
る
ひ
は
二
十
四
人
の
如
き
教
の

k
t
g
r
z
u
g
 

よ
b
成
る

。Cロ
立
を
も
ち
、

そ
れ
ら
の
役
員
は
『
カ
子
ρ

ニ
I
』
金
躍
の
総
合
同
〔
ぬ
2
0
5目。。
z
Z〕
に
む
い

τ年
ん
ア
謹
奉
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

論

叢

Lrz？
な
ぢ
c
r
c
c
S
H話
回
、
と
株
式
合
枇



言活

母生

~，、

onu 

議

第

十

四

競

＊
問
。
口
rmor号、
P
H
W・
c・
m－
uh混同・iの
E
－タ。匂・。一酔・仏勺・

M
M
l
M
M門戸

例
へ
ば
、
制
規
組
合
に
お
け
る
例
と
し
て
は

l
i

イ
ー
ス
ト
ラ
ン

F
・
カ
ム
バ
ユ

1
0
戸

C
2
3
5円
同
巴
宅
五
日
『
・
及
び
二
十
四
人
の
〉
富
山
既
宮
ロ
な
よ
り
な
る

ov－－Z
C同
〉
霊
山
色
g
z

そ
も
っ
。
。
c
s
E
2
及
び
］
ウ
3
2々
は
年
々
の
S
E
え
k
t

邑
a
g
z
に
よ
っ
て
選
挙
せ
ら
れ
〉
器
E
E宮
の
任
期
は
最
低
一
年
で

重
任
を
妨
げ
ず
、
ま
た
メ
ン
バ
ー
の
す
べ
て
は
こ
の

kpg．
官
三
と
な
る
様
利
を
も
っ
て
ゐ
る
。
1
1
6
こ
の
年
々
の
諜
奉
は
事
’
質
上

単
な
る
形
式
に
す
ぎ
ず
、
。
。
2
5
2
や
円
JO吉
々
は
終
身
で
・
あ
っ
て
、
事
制
的
に
支
配
し
て
ゐ
た
。
〔

F
F
F
G－。
F
・目
Y
M門店〕

マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
ア
ド
ヴ
ェ
ン
チ
ユ
ア
ラ
I
ズ
。
そ
の
統
制
の
中
心
機
関
た
る
「
ロ

y
ド
γ
・コ

I
ト
」
は
一
。
。
2
E
S
及
び
匂
守

岡｝d
E
E
と
二
十
四
人
の
虫
色
a
g
z
か
ら
な
っ
て
ゐ
た
。
こ
の
ガ
ゲ
ァ
ナ
ー
は
形
式
上
は
外
闘
に
あ
る
「
ヂ
ェ
ネ
ラ
ル
・
コ

I
ト」

に
て
選
畢
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
事
責
上
は
ガ
庁
’
ア
ナ
ー
を
中
心
と
す
る
口

y
ド
シ
・
コ
1

ト
が
統
制
の
資
力
を
握
っ
て
ゐ
た
。

〔】ぶ町田
O問
、
宮
居
凶
2
口
。
百
円
。
ロ
E
S
U可
。
円
切
開
w
m
g
E
w
dロ5
k
p問
。
え
〕
2
2の
一
民
阿
佐
呂
、
戸
電
－

M
E
i
M伊〕

h

『
広
三
あ
窓
口
r
g
B岡
高
田
宮
に
お
け
る
例
と
し
て
は
、

l
l

マ
イ
ン
ズ
・
ロ
イ
ヤ
ル
曾
社
。
之
は
や
L
特
殊
で
あ
っ
て
、
一
！
l

二
人
の
の
。
g
g
o
g
一
人
乃
至
そ
れ
以
上
の
「
⑦
勺
tHufc。
4
2
v

o
g・
六
人
乃
至
そ
れ
以
上
の
〉
主
主
g
g
が
年
々
「
線
曾
」
〔
〉
E
⑦
E
E
U「
書
。

9
5〕
に
て
選
出
せ
ら
れ
る
。
総
舎
は
い
ふ
迄
も

な
〈
、
の
04。5
2
を
は
じ
め
と
し
て
枇
員

T
G
E
E
S
9
H守
〕
会
腫
よ
り
な
る
。
｜
｜
但
し
初
代
の
役
員
は
特
許
吠
の
中
に
指
名
せ

ら
れ
て
ゐ
る
。
〔
拙
稿
、
英
吉
利
に
お
け
る
初
期
の
鏡
山
曾
枇
枇
合
粧
済
史
磨
、
五
ノ
七
、
一
七
頁
参
照
〕

ア
フ
リ
カ
曾
祉
。

一
六
一
入
年
の
特
許
駅
に
よ
れ
ば
、

一
C040当
。
♂
一
切
。
司
＝
許
可
E
C
O
Z
E。
3
5
缶
詰
♀
。
冨

3
8
E
E刊誌。
E

と
い
ふ
構
成
。
｜
｜
最
初
の
役
員
中
、
。
0
2
5
2
は
特
許
吠
に
指
名
ぜ
ら
れ
、
他
は
こ
の
の
S
O
B－
『
に
よ
っ
て
任
命
せ
ら
れ
た

が
、
こ
れ
以
後
ば
謹
出
。
〔

E
R
G－
島
・
勺
－
H

合
同
〕



c 

永
績
性

2
0与
Z
Z
P
H
2
2
3一
。
ロ
〕
！

l
以
上
の
や
う
な
自
治
機
闘
を
具
へ
る
と
乙
ろ
の

「
会
的
闇
耀
」

〔
げ
己
同
市
。
］
在
。
〕
と
し

τ、
「
カ
ム
バ
ニ

I
」

は
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
個
人
性
を
越
え
る
と
乙
ろ
の
永
績
性
を
獲

得
す
る
。
そ
れ
は
メ
ン
バ
ー
の
死
あ
る
以
は
脱
退
に
よ
っ
て
解
消
す
る
こ
と
な
く
、
無
期
限
〔
内
C
2
2ろ
あ
る

チ
ヤ
I
a
l

uは
少
く
と
も
特
許
肢
の
賦
興
せ
ら
れ
た
る
期
間
存
績
す
る
。
例
へ
ば
、
先
に
引
用
し
だ
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
・

カ
ム
バ
－
一
ー
の
特
許
肢
の
一
部
に
あ
け
る
会
－

v
g
E
r号
店
協
同
戸
出
向

S0407・

V

や
マ
イ
ン
ズ
・
ロ
イ
ヤ
w
y

曾
枇

の
そ
れ
に
浴
け
る
A
－1
－：ロ旬。

4
a
g】
田

2
F号
。
同
己
お
自
主
4
2
d
i
－－V
の
如
き
は
永
績
世
を
意
味
す
る
も
の
に

＊
 

外
な
ら
な
い
。
王
政
復
古
の
後
チ
ャ
I

Y

ス
二
世
に
よ
っ
℃
ロ
イ
ヤ
Y

・
ア
ア
ヲ
カ
ン
・
カ
ム
バ
ニ
ー
に
典
へ
ら
＊＊ 

れ
た
特
許
股
が
「
一
千
年
を
期
限
と
す
る
」
も
の
で
あ
っ
た
如
き
永
績
性
と
見
倣
し
て
～
注
文
へ
な
い
で
あ
ら
う
。

＊
＊
＊
 

一
定
期
間
の
存
績
の
著
名
な
一
例
は
か
の
初
期
の
束
印
度
合
枇
で
あ
ら
う
。
す
な
は
ち
一
六

0
0
年
十
二
月
舟

一
日
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
賦
典
し
た
有
名
な
特
許
肢
は
十
五
年
を
期
限
と
し
て
ゐ
た
。
と
こ
ろ
で
そ
の
期
限
の

主
ら
ね
苫
さ
一
六

O
九
年
に
ヂ
ェ
I

ム
ス
一
世
が
永
績
性
〔

p
gイ
ミ
〕
を
も
っ
特
許
肢
を
賦
興
し
た
。
但
し
、
も

し
之
が
王
闘
に
と
っ
て
不
利
な
る
こ
と
が
判
明
す
れ
ば
三
年
の
警
告
の
後
に
特
植
を
藤
棄
す
べ
し
と
の
保
件
が

留
保
せ
ら
れ
て
ゐ
花
。

一
六
五
七
年
の
ク
ロ
ム
ク
ェ
グ
の
特
許
肢
も
亦
乙
の
保
件
を
留
保
し
た
。

＊
前
出
、
九

l
十
頁
参
照
。

＊
＊
。
号
M
J
C
H
M
・
。
同
ず
司
・

M
Hぐ
i
M
J
1
H・

t命

叢

U
『

C
山口骨

sg2H
向。。
E
回
出
口
河
と
株
式
合
枇



商

撃

論

＂＂訟宮廷

第
十
四
時
俳

PH 

＊
＊
＊
旬
。
｝
回
ロ
切

2
9
〉ロ
M
E
r
eご
－
E
出

E
C
E－－
o

恒三
F
L
F
C
C
E宮
ロ
句
同
・
セ
－

H
U
岳民・

E
L
5
5印

sla－－
1
4司－
J
～〈－

F
E
F
Z

。
司
、
出

E
Cミ
c同
国
】
是
正
阿
］
［
ロ
品
目
p
z
w
宅
－
民
国
｜
∞
∞
・

「
カ
ム
バ
－
一

I
」
の
永
頑
性
は
、
そ
れ
が
旬
。
山
口
ず
ま
n
品
。
c
B宮
口
可
で
あ
る
場
合
、
メ
ン
バ
ー
の
個
人

性
に
よ
っ
て
根
祇
的
に
左
右
苫
れ
る
と
乙
ろ
の
バ

I

ト
ナ
I

ジ
ッ
プ
と
の
封
比
に
於
い
℃
、
合
H

祉
企
業
の
永
讃

の
永
績
性
〔
官
名
目
吉
P
H
E
I

乙
の

化
を
促
進
す
る
有
力
な
モ
メ
ン
ト
と
な
b
う
る
。
但
し
乙
の
際
、
「
カ
ム
バ
ニ

I
」

。
口
虫
色
。
ロ
〕
と
合
祉
企
業
の
永
績
性
〔
D
2
0円
〕
と
は
最
諸
に
直
別
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
の
事
を
も
っ
と
も

明
瞭
に
示
す
の
は
束
印
度
曾
祉
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
カ
ム
バ
ニ
ー
と
し
℃
は
、
先
に
も
の
ベ
た
如
く
一
六

0
0

年
の
エ
リ
’
ザ
ベ
ス
の
特
許
肢
に
よ
っ
て
十
五
年
を
期
限
と
す
る
櫨
績
性
が
、
更
に

一六

O
九
年
の
ヂ
ェ
I

ムス

一
世
の
そ
れ
に
よ
っ
て
永
績
性
右
足

Hvas
－2
8市
白
山
窓
口
〕
が
奥
へ
ら
れ
℃
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
曾
祉
企
業
と
し

τ

は
、
一
六
O
一
年
よ
b
一
六
一
二
年
に
主
る
迄
は
、
和
蘭
の
〈
き
7
2
B空
間
口
山
内
含
と
金
く
同
様
な

宮
田
座
企
業
』

〔の乙由問。ロ「己
g
m
o
M
L』的
o
r
a

－c
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
十
三
年
以
後
の
、
旬
丘
三
’
E
S
F
に
於
い

τも
向
無
期
限
で
は

な
か
っ
た
。
英
吉
利
束
印
度
曾
祉
が
曾
祉
企
業
と
し
て
の
永
績
性
を
具
へ
る
に
至
っ
た
の
は
漸
く
一
六
五
七
年

＊
 

に
浴
け
る
ク
ロ
ム
ウ
ノ
ェ
Y
の
改
組
以
後
の
と
と
に
属
す
る
。

＊
閃
E
H
。
p
c℃・。－
F

同
・
句
・
同
串
臼
』
弓
！
l
l
H
H
d
－HH件。
3
0
H
V
・。
Z
・］［同勺－

H
u
u－

D 

法
人
格
〔
官
E
S
E
r
f
P
8
4寄
与
｛

G
E
l
l－
以
上
の
基
本
的
諸
事
賓
と
関
聯
し
て
、

l
l併
し
乍
ら
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商

這主

言命

議

第

十

内

競

ー
ム，、

間口門】同｝｝巾問団ロ円。日園田
rmL－－
u
o
gぬ
E
4
g
g仏間
S
F
E
r
E
E
Pロロ巾『向日仏向。円
F

F
巳

E
Z
E予
φ
p
p
m
c
g

明一【】
0

4寸
｝

M
o
n
c
H
Vえい白山

Pロ
門
同
ユ

2
2
0同

F
O
E
P日仏

HVPZ白
色

人

民

同

町

内

9
1
F
g
国］

w
q
E
g
o
F
2：・：：：
u

告白

S

F品

a－5
吋
団
法
0
4
4
M
F
F
O
｛

BPぬ
由
主

FOHoou邑
匂
巾
『
由
。
ロ
。
町
出
血
。
号

r
a
g
p
E
L
2
2
a
E
E
i・e
・
－
－
－
－

V

当
て
右
に
の
べ
た
ゃ
う
左
「
カ
ム
バ
ニ

I
」
の
法
人
性
〔
匂
g
S
F
｝
2
〕
は
、
そ
れ
が

F
F？
ω吉
井
（
〕
C

’

自｝

vsuー
で
あ
る
場
令
、
そ
の
内
容
を
な
す
と
乙
ろ
の
合
枇
企
業
H

結
合
資
本

〔」。一
E
’asw〕
を
客
観
化
し
て

そ
の
メ
シ
バ
ー
の
個
人
壮
よ
A
Y
あ
る
程
度
解
放
し
、

以
て
バ

I
ト
ナ

I
U
Y
ッ
プ
と
の
同
に
、

一照

l
l後
述
参

者
｜
｜
｝
重
要
注
差
異
を
よ
び
お
乙
す
之
と
町
、
在
b
う
る
。

す
ま
は
も
、

バ
I
ト
ナ

I
L
Y
ッ
プ
に
む
い
て
は
メ
ン

バ
ー
の
個
人
性
が
決
定
的
に
優
先
し
℃
ゐ
る
た
め
に
客
観
的
な
「
特
別
曾
枇
財
産
」
〔
∞
E
F
Z
O
H
B一日
h窓
口
〕
が
未

だ
形
成
せ
ら
れ
℃
居
ら
ず
、
従
っ
て
メ
ン
バ
ー
の
な
的
な
負
債
の
責
任
が
無
限
に
曾
祉
企
業
そ
の
も
の
、
上
に

で
あ
る
。
か
う
し
て
〆

I
ト
ナ

I

責
任
と
し
て
浴
ち
か
、
つ
℃
く
る
。

い
は
ゆ
る

P
口
哲

Z
S乙
｝
r
E｝日々

む

y
v
ア
の
運
命
は
本
一
く
各
メ
ン
バ
ー
の
私
的
な
経
掛
獄
態
如
何
に
工
つ
℃
左
右
か
ら
れ
、

事
情
に
よ
っ
て
は
解

憶
を
飴
儀
芯
れ
る
乙
と
に
す
ら
立
至
る
の
で
あ
る
。

之
と
卦
比
し

τ、
旬。日ロ」
7
a
4
5
。］州

。。口同町出口可

は
か
、
る

P
ロ
〔
ロ
ロ
ロ
BFhH〕目以凸
E
C
E－
－
一
与
己
目
許
可
よ
b
、

「
特
別
財
産
」

が
形
成
せ
ら
れ
る
。

メ
ン
バ
ー
の
私
的
負
債
に
劃
す
る
責
任
よ

b
解
放
せ
ら
れ
、

之
の
責
任
形
態
は
い
は
ゆ
る

E
B
F仏
官
官
。
ロ
乙
ロ
ち
E
q
で
あ
る
。
之

は
ト
『
C山口
町

E
2
2
w
d
c
E匂恒国可

の
バ

I
ト
ナ

I
L
Y
V
プ
に
劃
す
る
経
済
的
優
越
を
規
定
す
る
と
乙
ろ
の
一
の
決
定
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競

/¥. 

田
市
】
百
戸
回
開
件
。
＝
弘
吉
田
尚
山
C

与
さ
巾
『
w
z
g
g
u
g
F
5
5昂
包
〕
と
本
質
上
以
と
し
き
も
の
と
日
凡
倣

3
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
事
情
は
後
述
す
る
で
あ
ら
う
。
た
い
弘
之
、
、
で
は
乙
の

「
無
限
責
任
」
が
特
殊
カ
ム
バ
エ

T
的
に
モ
デ

ィ
ア
ァ
イ
苫
れ
て
、
「
徴
牧
」

〔】∞己
H
o
t
C
M岡
山

《

J
2］
－

h
p
m
m
g
r記
何
回

2
H酔
〕

な
る
形
を
と
っ
て
ゐ
た
乙
と
を
注
意
す
る
に
止
め

て
お
く
。

＊
問
。
円
H
S口】
5
3
州

V

・
P
・
。
．
同
w
m
4

・A
S
H
－

之
の
「
徴
牧
」
は
、
制
規
組
A
u
で
あ
れ
旬
。
－

R
E安
定
W
C
B
M
V
P
ミ
で
あ
れ
、
凡
そ
『
カ
ム
バ
ニ

I
』
に
お
い

て
強
制
的
に
共
同
の
費
用
を
調
達
す
る
と
乙
ろ
の
方
法
で
あ
る
。
制
規
組
合
に
る
い
℃
も
、
自
治
的
規
制
の
必

要
か
ら
共
同
に
て
出
費
し
ま
た
負
債
を
な
す
乙
と
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
之
は
各
メ
ン
バ
ー
に
比
例
的
に

＊
 

課
せ
ら
れ
、
「
徴
牧
」
せ
ら
れ
た
。
之
と
同
じ
方
法
が
旬
。
山
E
s
E
S
W
A
V
E宮
ミ
に
る
い
て
も
、

増
資
及
び
負

債
の
責
任
の
場
合
に
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
各
メ
ン
バ

T

に
「
持
分
に
比
例
し
て
」
「
追
徴
」
と
い
よ
形

＊

＊

＊

＊

＊

 

で
課
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
「
無
限
責
任
」
の
カ
ム
バ
ニ

I
的
形
態
と
も
よ
ば
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

wmuF 

＊

p
p
c
u－
島
・
匂
－

M
P日
l
i例
へ
ば
、
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
ア
ド
ヴ
ヱ
ン
チ
品
ア
ラ
1
ズ
が
一
六
七
一
年
共
同
の
債
務
の
故
に
訴
へ
ら

れ
、
メ

γ
メ
l
に
封
す
る
「
徴
牧
」
が
命
ぜ
ら
れ
た
、
「
も
し
成
長
〔
カ
ム
バ
ニ

1
〕
が
支
劫
を
履
行
し
な
い
場
合
に
は
、
役
員
は

之
に
使
務
を
支
梯
ふ
に
た
る
金
額
を
諜
し
、
あ
る
ひ
は
庭
山
討
す
べ
き
で
あ
る
、
」
と

＊
＊
旬
。
日
ロ
Hag－－
r
c
c
E沼
田
可
に
お
け
る
「
徴
牧
」
H
無
限
責
任
の
例
は
、
事
業
不
振
の
・
も
っ
と
も
甚
し
か
っ
た
マ
イ
シ
ズ
・
ロ
イ
ヤ
ル

舎
枇
に
つ
い
て
見
れ
ば
も
っ
と
も
明
瞭
で
あ
る
。
背
骨
大
な
固
定
資
本
を
必
要
と
し
、
し
か
も
商
品
資
本
た
る
銅
の
販
路
が
き
わ
め
て



制
問
臥
せ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
の
曾
枇
企
業
は
、
し
ぱ
／
＼
増
資
と
破
産
と
の
聞
を
幼
謹
じ
て
ゐ
た
。
而
し
て
枇
員
は
す
べ
て
艇
部
凸
の
必
要

と
損
失
と
に
癒
じ
て
、
無
限
に
「
徴
枚
」
に
膝
ず
る
義
務
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
持
分
の
再
分
割
が
た
へ
ま
な
く
行
は
れ
た
の
で

あ
る

l
lこ
の
場
合
、
「
靖
資
」
と
「
責
任
」
と
の
境
界
が
明
瞭
で
な
い
が
、
「
無
限
責
任
」
で
あ
る
こ
と
は
見
ま
が
ふ
こ
と
は
で

き
な
い
。
〔
拙
稿
、
英
吉
利
に
お
け
る
初
期
の
鋸
山
禽
枇
、
社
命
日
経
済
史
堅
、
五
ノ
七
、
二
二

i
一
四
頁
〕

＊
＊
＊
い
は
ゆ
る

t
E。
マ
邑

2
5百
九
冨
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
後
出
、
ご
七

l
二
八
一
貝
参
照
。

E 

ギ
Y
ド
的
・
家
父
長
的
色
彩

l
l最
後
に
以
上
の
如
き
「
カ
ム
バ
ニ

I
」
が
ギ
Y
ド
的
な
色
彩
を
具
へ

て
ゐ
た
乙
と
、
む
し
ろ
そ
れ
自
臨
ギ
Y
ド
の
流
れ
を
混
む
と
乙
ろ
の
制
度
で
あ
っ
た
こ
と
が
佐
寛
せ
ら
れ
ね
ば

な
ら
ね
。

第
一
に
、
「
カ
ム
バ
ニ

I
」
は
、

中
世
都
市
や
ギ
Y

ド・
7

I
チ
ャ
ン
ト
や
ク
ラ
ア
ヅ
の
如
〈
、

封
建
的
特
権

旬。山口仲
t
m
出
ぎ
の
】
向
。
c
g
M】
白
ロ
U
1

の
メ

や日
1

ン
バ

I
す
ら
が

P
2
B
S
と
か

p
g
色

F
o
g
s
－gロU
1

と
よ
ば
れ
℃
ゐ
た
事
に
あ
い
て
明
瞭
で
あ
ら
う
。
而

し
て
古
の
中
世
都
市
の
市
民
や
ギ
Y

ド
の
メ
ン
バ
ー
が
か
、
る
自
治
の

に
よ
る
「
自
治
臨
」
で
あ
b
、
ま
た
詰
う
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
そ
の
乙
と
は
、

『
自
由
』
を
貨
幣
に
て
購

μ
、
且
っ
こ

の
園
開
へ
の
参
加
に
劃
し
て
『
加
入
金
』
〔
出
宮
町
室
長
。
E
〕
を
徴
し
た
如
く
に
、
「
カ
ム
バ
ニ

I
」
は
、

rF？

3
4
寸。。｝同

。。
E
町
富
山
ー
で
す
ら
、

そ
の
加
入
に
一
定
の
貨
幣
額
を
課
し
且
つ
宣
誓
を
必
要
と
し
た
。

い
ム
迄
も
な

く
、
本
来
の
『
投
資
』
以
外
に
『
特
権
享
受
の
代
償
』
と
し
℃
Y
あ
る
。

マ
イ
ン
ズ
・
ロ
イ
ヤ
Y
合同

祉
で
は
最
初
に
か
、
る
も
の
と
し

τ
一
持
分
あ
た

b
一二

O
O磁
を
償
牧
し
℃
ゐ
る
が
、
之
は
イ
ン
コ

E
ポ
レ

例
へ
ば
、

善治．
副司

雪量

h

『
丘
三
jgRH
例。c
E
－vmロ
『
と
株
式
含
社

ゴL
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銃

一一O

ー
ジ
ョ
ン
以
前
な
る
魚
や
L
色
彩
を
異
に
す
る
と
し
て
も
、
東
印
度
合
同
祉
の
如
き
は
、

商
人
〔
自
巾
2
5
0
2
r
g
g〕
は
五

O
瞬、

小
貰
商
人

〔
出

ro｝
γ］
州
ぬ
A
J
一句

2・
団
〕

は
百
マ
ー
ク
ス
、
一
六
一
五
年
以
後
、
大

ヂ
ェ
ン
ト
Y

7

ン
は

軽
減
i:J~ 
行

嬰の
広誓
。＊ 1呈

よ
0 

て
と
v、
よ
！回L
i乙

の
。
司
円
円
M
M
O『

「
加
入
金
」

を
課
し
た
し
、
更
に
メ
Y

バ
I

の
子
弟
に
は
そ
れ
の

＊
出
宮
町
望
日
r
s
w
F
0・。昏
mw－

U
叶
印

1
1
1

の日
3
。℃・白山
F

目v－

M
U内・

第
二
に
、
制
規
組
合
は
云
ム
に
及
ば
ず
）

IF山
口
酔

eEoっ
r
p
B
－S与
の
多
く
が
ギ
Y
ド
的
な

＊
 

〔伊竜門市恒三。内田
r
f〕
を
も
っ
℃
ゐ
た
。
し
ば
／
＼
「
株
式
合
一
耽
」
と
鶴
誇
さ
れ
て
ゐ
る
初
期
の
束
印
度
合
枇
が

も
っ
と
も
典
型
的
に
之
を
具
へ
て
ゐ
る
、
が
如

3
は
き
わ
め
て
皮
肉
で
す
ら
あ
る
。
更
に
カ
ム
バ
－
一
ー
の
本
来
の

＊

＊

〆

メ
ン
バ
ー
は
ギ
Y
ド
的
に
「
プ
ラ
ザ
I

ス
」
〔
ゲ
g
F
2印
〕
と
よ
ば
れ
て
ゐ
る
。

「
徒
弟
制
度
』

＊
例
へ
ば
、
。
同
・
出
耳
目
訟
の
r
E
F
P
C－
H
U

恐・

ω
『ナ

la－－
i
例
外
’
と
し
て
は
マ
イ
ン
ズ
・
ロ
イ
ヤ
ル
舎
枇
及
び
ミ
ネ
ラ
ル
・
ア
シ
ド
・
パ

ツ
タ
リ

l

・
ワ
ー
ク
兄
令
位
。

事＊］［｝耳目白・

第
三
に
、
制
規
組
A
H
の
み
な
ら
ず
、
し
ば
／
＼
札
『
A
L
E
E
霊
2
r
c
e
B
M
M静
岡
可
に
お
い
て
も
、
ギ
Y
ド
的
・
家
父

長
的
な
共
同
盟
的
規
制
が
行
は
れ
た
。
例
へ
ば
、
史
家
A

シ
タ
ー
は
東
印
度
合
祉
の
東
洋
の
各
支
店
に
る
け
る

＊
 

か
、
、
る
事
貨
を
っ
た
へ
℃
ゐ
る
し
、
ま
た
時
に
臆
じ
て
「
祭
嘩
」
の
行
は
れ
た
乙
と
は
、
「
株
式
曾
祉
の
根
本
観

念
に
劃
し
て
全
く
矛
盾
す
る
』
と
や
ソ
ム
バ

Y
ト
を
厳
か
せ
た
如
く
で
し
叫
ふ
、
等
。



＊
4
4
・
4
弓
・
出

M
E
R
E
a
c
q
。
同
国
号
正
ニ
ロ
品
目
P
H
H・匂・同町・

＊
＊

m
c
E
Z
F
H
U
2
民
丘
町
5
0
問。
Z
S
H円
5
5
ロ
子
市
山
・

H
S
I回一
2
8
L司・白山
F

F
回以匂・∞！由・

此
の
黙
に
つ
主
、
だ
い
h

注
意
す
べ
き
は
、
か
‘
、
る
ギ
M
Y

ド
的
色
彩
は

旬
。
一
ロ
ナ
mw
宮
市
】
州
（
ザ
ロ
戸
市
自
己
巾
血

に
あ
っ

τ

は
そ
の
程
度
に
種
ム
干
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
究
第
に
そ
の
影
、
が
う
す
れ
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
叙
越
を
以
て
、
「
カ
ム
バ
ニ

I
』
が
略
如
何
な
る
制
度
で
あ
る
か
ビ
明
か
に
な
っ
た
で
あ
ら
ラ
。
而
し

て
そ
れ
は
、
先
に
も
少
し
く
ふ
れ

τゐ
い
た
や
う
に
、
特
権
と
し
て
、

『
特
許
献
』

〔含ユ旦
1
1王
室
の
で

あ
る
に
し
ろ
議
曾
の
で
あ
る
に
し
λ
！
ー
に
よ
っ
て
賦
奥
せ
ら
れ
力
。
併
し
乍
ら
ま
た
、

た
ビ
「
カ
ム
バ
ニ

T
制
度
」
の
み
を
規
定
し
、
た
と
へ
ば
ト
『
。
山
口
寸
望
。
岳

こ
の
「
特
許
朕
」
は

。。
B

－
M
P
H
M
U

可
に
つ
い
て
は
守
山
口
ず
白
戸
。
ー

。Hh
の
形
態
に
つ
い
て
何
ら
言
及
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
カ
ー
も
指
摘
し
℃
ゐ
る
や
う
に
、
『
イ
ン

コ
ー
ポ
レ

I

ジ
ョ
ン
の
特
許
肢
に
つ
い
て
は
、
制
規
組
合
か
ら

旬
。
円
ロ
ナ
辺
。
口
】
州
（
u
r
E｝
V
F
ロー

へ
の
饗
化
は
殆
ん
ど

認
め
が
た
パ
＼
』
し
ば
／
t
k
そ
の
い
づ
れ
か
の
判
定
を
な
し
え
な
い
樫
で
あ
る
。
ー

l
先
立
こ
の
場
合
、
「
カ
ム
バ

国一

I
制
」
と
「
特
許
般
の
形
式
」
が
ま
づ
制
規
組
合
に
殺
生
し
、
而
る
後
れ
『
C
F
士
宮
。
。
W
A
U
C
B
宮
H
Q
に
趨
用
せ
ら

れ
た
如
く
に
述
べ
て
来
た
、
が
、
雨
者
の
完
成
は
殆
ん
ど
同
時
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
制
規
組
合
の
形
態
の
完
成
を

示
す
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
ア
ド
ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ア
ラ
T
ズ
組
合
の
一
五
六
四
年
の
特
許
肢
が
賦
奥
呂
れ
た
時
に
は
、
巳
に

最
初
の
旬
。
山
口
仲
t
F
S
W
A
U
L
g
宮
口
u
ー
と
い
は
れ
る
「
ロ
ジ
ヤ
合
同
枇
』
の
設
立

二
五
五
三
〕
よ

b
約
十
年
を
経
℃

百命

章受

旬。山
E－
m件
。
長
。
。
E
阿国
E
U可
と
株
式
合
一
枇



商

尊重

＝・冒ITU
噌政

第

十

四

貌

ゐ
た
の
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
根
本
的
な
方
面
に
る
い
て
、

カ
ム
バ
－
一

z制
が
そ
も
／
＼
ギ
w
y

ド
制
に

そ
の
源
を
殺
し
、

ス
ア
ィ
プ

y
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ツ
組
合
及
び
マ
ー
チ
ャ
ン
ツ
・
ア
ド
グ
ェ
ン
チ
ュ
ア
ラ
ー
ズ
組
合
を
経

て
次
第
に
そ
の
委
を
整
へ
、
訟
に
旬
。
山
口
件
’
書
。
。
r

ト
始
め
す
べ
て
の
史
家
と
と
も
に
認
め
ね
ば
な
ら
ね
で
あ
ら
う
。

。。B宮
ロ
U

刊
に
う
け
つ
が
れ
た
も
の
で
あ
る
乙
と
は
、

ス
コ
ッ

＊

C
E－
旬
、
。
司
の
宮
・
匂
・

M
M向日・

＊ 

＊ 

＊ 

い
ま
、
で
わ
れ
／
＼
は
守
山
E
e
E
2
W
A
V
E
－
ω
回
目
、
に
つ
い

τ、
そ
の
後
宇
の
『
カ
ム
バ
－
一

I
』
な
る
制
度
を

ば
ゃ
、
詳
細
に
説
明
し
て
来
た
。
と
乙
ろ
で
！
『
C
山
口
寸
評

g
r

。cBH岩田
U
1

は
か
、
る

の
型
設
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
名
稿
の
示
す
ご
と
く
、
A
守山田

Z
言。
rv
な
る
黒占
tr. 
::t;.. 

v、
てヨ1
－ー可レ ． 
制雪 山

-;:,: －＞、
規よニ

~ I 
組L」
ム

合2の
」ー＇ -

とつ

異
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば

と
は
何
で
あ
る
か
。
己
に
遮
べ
た
之
と
で
あ
る
が
、

－一
I
の
構
成
員
が
別
L
q

の
経
替
を
行
ふ
乙
と
な
く
、
す
べ
て
、
が
そ
の
資
本
を
結
合
し
、
以
て
カ
ム
バ
－
一

I
金
臆

が
一
合
枇
企
業
と
し
て
立
ち
あ
ら
は
れ
る
乙
と
で
あ
る
。
印
ち
、

守
山
己
，
agor

カ
ム
バ

！『
C
E？∞酔
n
o
r
p
g吉
田
河
は
同
時
に
曾
枇
企

業
で
あ
る
と
乙
ろ
の
カ
ふ
バ
ニ
ー
で
あ

b
、
或
は
カ
ム
メ
－
一

I
的
形
態
を
も
っ
曾
祉
企
業
で
あ
る
と
云
へ
よ

う
当
て
わ
れ
／
，
＼
は
少
し
く
問
題
を
す
L
め
よ
う
。
印
ち

旬。山口寸
azoF
の
C
B匂ロ回一可

以
外
に
、

営
時
の
英
吉



利
に
あ
い
て
は
曾
祉
企
業
と
し
℃
バ

I

ト
ナ
I

シ
ッ
プ

〔
あ
る
ぴ
は
ソ
キ
エ
タ
ス
・
コ
ン
メ
シ
ダ
〕

の
あ
っ
た
乙

＊
 

乙
の
頃
略
そ
の
形
態
を
整
へ
て
ゐ
た
と
乙
ろ
で
あ

と
を
知
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
中
世
以
来
，
次
第
に
展
開
昌
れ
、

＊＊ 

る
。
同
時
に
そ
れ
は
制
規
組
合
の
内
部
に
も
個
冷
的
に
形
成
主
れ
て
ゐ
た
し
、

ρ

I

ト
ナ
I
h
v
ッ
プ
の
規
模
が

「
カ
ム
バ

d
F
I
」

又
ス
て
ト
に
従
へ
ば
、

の
規
模
造
横
大
し
以
て
乏
の
ニ
つ
の
制
度
、
が
癒
合
し
た
と
乙
乙
の

ろ
に
！
『
C日

E
2
3
2
w
の
cBMMPミ
が
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
と
も
か
く
英
吉
利
経
済
史
上
、
合
枇
企
業
に
少
く
も

こ
の
ご
の
形
態
の
あ
る
乙
と
を
確
認
せ
ね
ば
攻
ら
な
い
。

＊
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ロ
倫
こ
の
型
、
邸
ち
ソ
キ
エ
タ
ス

〔
H
ム
口
名
合
枇
〕

と
コ
シ
メ
ジ
ダ
の
二
者
が
区
別
さ
れ
る
o
し
か
し
乍
ら
、
後

者
の
コ
ン
メ
ジ
グ
は
英
吉
和
に
て
は
十
五
世
紀
以
来
制
皮
と
し
て
は
殆
ん
ど
見
失
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
問
題
の
錯
雑
を
ふ
せ

P
、
た
め
、
と
L
で
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
一
齢
ソ
キ
エ
タ
ス
〔
H
合
名
合
一
枇
〕
の
意
味
に
用
ひ
て
お
〈
。

教
＊
ロ
。
。
】
阿
君
一
V
0
3
p－
P
。．同・
3
・
∞
ミ
・

1
1
1
マ
ー
チ
ャ
シ
ト
・
ア
ド
グ
ェ
ジ
チ
且
ア
ラ

I
ズ
組
合
も
、
後
の
レ
ザ
シ
ト
・
カ
ム
パ
＝
ー
も

か
L
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
闘
す
る
規
定
を
も
っ
て
ゐ
る
。
一
六
一
三
年
迄
の
来
印
度
令
枇
も
か
〈
の
如
き
一
例
主
も
見
倣
し
え
よ
う
o

し
か
ら
ば
、
バ

I

ト
ナ
ー
ジ
ッ
プ
と

rF？
言
。
会
合

σ
2
5可
の
聞
に
如
何
な
る
形
態
的
相
違
が
あ
る
か
。

乙
の
場
合
後
者
が
カ
ム
バ
－
一

I
的
構
成
を
も
ち
、
前
者
が
そ
れ
を
も
た
な
い
乙
と
は
、
自
明
の
乙
と
、
し
て
論

＊
 

外
に
置
く
。
通
常
か
、
、
る
，
差
異
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
の
は
凡
そ
次
の
知
事
諾
黙
で
あ
ら
ラ
＠

＊｛〕『－

m。C4Fゲ
。
匂
・
。
同
酔
・
同
・
同
v
－H
q
笹
口
島
問
γ

山口・

一、

F
z
z
w
Z岳
会
B
宮
ロ
ベ
か
バ

I

ト
ナ
ー
シ
ヲ
プ
と
の
艶
比
に
む
い
て

B
わ
め
て
沼
大
在
規
模
を
有
L
、

論

叢

hrzz山ぢ
巾

r
g
g宮
口
一
『
と
株
式
合
枇

一ー亀
一一



商．

準

日晶

画問

叢

第

十

問

披

型唱

多
数
の
出
費
者
を
包
容
し
℃
子
9
－
、
且
つ
光
越
の
如
き
「
カ
ム
バ
ニ

I
」
的
『
命
日
祉
機
関
』
が
形
成
せ
ら
れ
之

比
企
業
職
能
が
集
中
せ
ら
れ
て
ゐ
る
乙
と
。
｜
｜
之
は
確
か
に
雨
者
の
間
に
存
す
る
一
一
擦
の
相
異
賄
と
見
倣
ヨ

れ
う
る
。
併
し
乍
ら
之
を
、
合
同
社
形
態
上
雨
者
を
決
定
的
に
区
別
す
る
と
乙
ろ
の
指
標
で
あ
る
と
考
へ
る
事
は

誤
で
あ
ら
う
。
之
に
つ
い
て
は
ま
づ
、

F
Z？
mw
常

島

内

O
B
H
Vロ
巴

W

の
の
。
g
B
S’LP
町
田
町
内
包
昨
日
制
が
本
来
町
、
ガ
ム
バ

ニ
I
』
の
機
関
で
あ
b
、
ぞ
れ
が
多
〈
の
場
合
そ
の
内
容
を
な
す
命
日
祉
企
業
の
『
機
関
』
と
し
℃
轄
用
主
れ
た

も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
つ
℃
（
U
0
4
2回
門
司
a
k
t
m研
一
回

g
E
的
機
関
を
以

τ直
ち
に
『
A
M
H

枇
機
関
」
と
同
一
視

す
る
乙
と
は
で
き
在
い
。
マ
イ
ン
ズ
・
ロ
イ
ヤ
Y
曾
祉
の
如
さ
は
之
を
否
定
す
る
と
三
ろ
の
有
力
な
事
例
で
あ

る
。
一
県
民
バ

I

ト
ナ

I

シ
ッ
プ
の
側
に
あ
っ
て
も
亦
ぞ
れ
が
大
規
模
に
集
中
・
旗
大
せ
ら
れ
る
や
、
白
ら
の
中
よ

b
、
メ
ン
バ
ー
の
機
能
分
化
〔
所
有
と
経
替
の
分
離
〕
を
客
観
的
に
表
出
す
る
と
乙
ろ
の
「
曾
祉
機
関
」
を
産

み
出
す
。
例
へ
ば
、

ピュ

I
η
ノ
タ
ン
革
命
以
降
十
八
世
紀
初
期
に
か
け

τ、
『
カ
ム
バ
ニ

I
制
』
と
は
無
関
係
に

豆
大
・
な
バ

I
ト
ナ

I
U
V
ッ
プ
が
族
生
す
る
に
至
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
何
ら
－
F
由民品目。っ

r
C臣
官
与
で
は
な

4

し
て
A
九
「
出
除
。
。
－
V

な
る
商
蹴
を
も
っ
バ

I
ト
ナ

I
U
V
ッ
プ
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
あ
る
も
の
は

『
入
門
枇
機

閲
6= 

却
ち
一
般
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
区
別
せ
ら
れ
て
そ
の
掌
中
に
も
つ
ば
ら
企
業
職
能
を
振
る
と
乙
ろ
の

＊
 

「
機
関
」
〔
z
mロ］号

8
5辛
口
亡
。
ロ
4
1
件
目
M
M
H
S
B
E吉
命
。
。
内
自
由
E
m
o
B
2
3
を
具
へ
て
ゐ
た
と
云
ふ
。

を

克
に

設
立
営
初
の
、

従
っ
て
問
単
な
る
バ

1

ト
ナ

I

ジ
ッ
プ
で
あ
っ
た
ア
フ
ヲ
カ
命
日
枇
が
か
、
る
構
成
を
も
っ
た
之
と



＊ネ

は
周
知
の
乙
と
で
あ
る
。
兎
に
和
蘭
の

」刊かひマ。。ョ宮宮町内
m
p

＊
＊
＊
 

る
同
様
な
事
情
は
巳
に
別
稿
に
あ
い
℃
ム
れ
℃
む
い
た
。
ー
ー
か
く
の
如
き
バ
『
ト
ナ
I

て
ア
の

を
は
じ
め
大
陸
の
マ
グ
ナ
・
ソ
キ
エ
タ
ス
に
あ
け

「
機
関
」
と

旬。山口寸
mr。口］向。
σBM】抽出回一可の

「
機
関
」
と
の
差
異
は
ち
後
者
が
『
カ
ム
プ
一

I
的』

C
C
2
E
2
Z
V
5
2

外
枠
を
も
っ
て
ゐ
た
と
い
ふ
の
み
で
、
内
容
と
し
て
の

「
命
日
祉
機
関
」
と
し
て
は
別
に
本
質
的
差
別
を
も
つ
も

の
で
は
な
い
。

＊

p
o
F
O句
。
F

H

・同
γ

匂
・
巨
由
・
1
1
1
ス
コ

γ
ト
は
之
を
も
へ
心
－
。
円
三
』
安
定
r
。
。
＝
弓

zrvwu

盾
で
あ
る
こ
と
は
説
明
す
る
迄
も
な
か
ら
う
。

主
よ
ん
で
ゐ
る
が
、
殻
絡
に
は
そ
れ
が
矛

＊
＊

F
5
2、
。
句
。
官
－
H
H
－匂・
J
「
l
i

－
－
⑦
号
円
、
C
匂・
0
宮
－
M
Y
M出向

＊
＊
＊
拙
稿
、
「
利
蘭
来
印
皮
舎
一
枇
設
立
の
先
臓
を
な
せ
る
諸
品
目
祉
企
業
」
〔
経
済
拳
論
集
、
五
ノ
一
一
〕
、
一
J

近
世
初
期
の
歌
経
巴
に
於
け
る

い
は
ゆ
る
大
合
祉

ο
一
類
製
と
し
て
の
大
ラ

1
フ
ェ
ン
ス
プ
ル
ク
の
合
枇
」
〔
商
挙
論
議
、
九
〕
、
「
株
式
合
枇
後
生
前
由
民
の
一
糊
」
〔
経

端
円
志
林
、
九
ノ
一
一
〕
、
「
十
一
六
世
紀
初
頭
に
於
け
る
南
湖
遜
商
人
の
東
印
皮
舎
一
枇
」
〔
経
済
壌
論
集
、
四
ノ
問
］

ニ
、
旬
。
日

E
’F
s
r
C
B
H
5
4
の
資
本
が
、
バ

I
ト
ナ
I
ッ
ヅ
プ
の
そ
れ
と
具
つ
℃
、
数
多
の
「
持
分
」
〔
各
国
『
巾
〕

｜
｜
』
あ
る
ひ
は
「
株
」
と
も
詳
し
え
よ
う
が
、
概
念
の
混
同
を
防
「
た
め
に
か
く
課
し
て
あ
く

l
lに
分
割
せ

ら
れ
、
且
っ
そ
れ
が
譲
漉
せ
ら
れ
え
た
る
こ
と
。

i
l之
も
亦
一
醸
の
相
違
貼
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら

ね
。
特
に
、
旬
。
日
E
’m
R
O
W
C
B宮
与
の
持
分
の
中
に
「
カ
ム
バ
品

I
』
の
成
員
た
る
の
特
擢
と
そ
れ
の
代
償

＊ネ

た
る
加
入
金
が
ふ
く
ま
れ
て
ゐ
る
限
b
に
あ
い
て
、
そ
れ
は
単
純
君
。
ρ

I
ト
ナ
ー
ジ
ヲ
プ
と
決
定
的
に
異
る
姑

諭

叢

ハ
『

O山

a
g
c－
r
c
c
g宮口
U
1

と
株
式
合
一
枇

五



商

E呉

諭

叢

第

十

四

競

一一六

で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
そ
れ
は
何
ら
曾
世
形
態
の
問
題
で
攻
い
乙
と
は
上
述
し
た
と
乙
ろ
よ
b
し

τ明
か
で
あ

ら
う
。
更
に
資
本
の
持
分
へ
の
分
割
な
る
現
象
一
般
に
至
つ
℃
は
、
決
し

τ決
定
的
相
違
黙
で
は
な
い
。
何
故

か
怠
れ
ば
大
規
模
注
パ

I

ト
十
I
ジ
γ

プ
も
亦
之
を
行
っ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。

例
へ
ば
イ
ン
コ
ー
ポ
レ

I
ト

以
前

二
五
六
四
年
〕

の
、
従
つ
℃
一
の
バ
『
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
っ
た
マ
イ
ン
ズ
・
ロ
イ
ヤ
Y
舎
一
枇
の
資
本
が

二
十
四
の
持
分
に
分
割
せ
ら
れ
、
且
つ
ひ
ろ
く
再
分
割
の
上
貰
出
さ
れ
た
乙
と
在
ど
そ
の
著
し
い
事
宜
で
あ
ら

＊＊ ぅ
。
ま
た
先
速
の
十
七
世
紀
後
半
よ
b
族
生
す
る
に
至
っ
た
立
大
バ

I

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、

何
ら
の
特
許
就
に

よ
る
イ
ン
コ
ー
ポ
ν

I
ト
な
く
し
て
、

こ
の

「
譲
捜
し
う
る
資
本
持
分
」
〔

4
E
i
M
H白
血
一
司
市
一
『
阿
世
ゲ
－

o
∞r
p『
ぬ
〕

の
制
度
を

ば
「
商
業
上
の
必
要
」
〔
2
2
E
2
0
2］
里
丘
〕

＊
＊
＊
＊
 

い
℃
は
別
稿
を
参
一
宥
忌
れ
た
し
。

＊
＊
＊
 

か
ら
し
て
作
出
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
他
大
陸
の
例
に
つ

＊
現
在
の
遁
常
の
株
式
と
こ
と
な
り
、
あ
る
場
合
は
「
比
例
的
持
分
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
分
割
の
し
か
た
が
不
完
全
で
あ
っ
た
と
と

な
ど
を
注
意
し
て
お
〈
O

合同・⑦

S
F
。七・。一件－

H
W
市・

AFAr

＊
＊
拙
稿
、
「
英
吉
利
に
於
け
る
初
期
の
鎖
山
令
祉
、
」
門
枇
令
経
済
史
事
、
五
ノ
士
、
〕
一
二
頁
以
下
。

＊
＊
＊
の
巳
・
♂
。
市
・
＆
？
戸
）
・
凶
同
一
閃

＊
＊
＊
＊
前
掲
、
二
五
一
良
註
＊
＊
＊
＊
参
宥
o

一、
「
責
任
」

の
形
態
に
つ

3
、
メ

I

ト
ナ
I

シ
汐
プ
の
そ
れ
が

ロロロ
E
X
A
M仏
匂
貸
出
）
回
問
】
ロ
谷
口
日
々

で
あ
っ

τメ
ン
バ
ー
の
破
産
に
よ
っ
℃
解
散
を
飴
儀
な
く
苫
れ
る
に
劃
し
、

lrF？
2
2
r

。cB同
vg河
に
あ
い
て
は
特



別
曾
枇
財
産
が
形
成
せ
ら
れ
メ
ン
バ
ー
の
在
的
負
債
の
責
任
は
そ
れ
に
及
ぶ
こ
と
な
く
、
責
任
形
態
が
目

srえ

勺
巾
円
国
ハ

vg二
一
与
口

5
ー
で
あ
る
乙
と
に
つ
い
て
は
先
に
遮
ぺ
た
如
く
で
あ
る
。

う
。
併
し
乍
ら
ま
た
決
定
的
相
違
勅
で
あ
る
か
と
云
へ
ば
決
し
℃
苫
ラ
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
も
亦
「
カ
ム
バ
ニ

I
制
」
と
は
凡
告
無
関
係
に
自
ら
之
を
産
出
す
か
ら
で
あ
る
。

之
亦
一
の
重
要
な
相
違
勅
で
あ
ら

例
へ
ば
、

合
同
枇
企
業

の
就
寝
群
地
た
る
伊
太
利
に
於
い
て
は
、
巳
に
乙
の
頃
、
か
の
特
殊
英
士
口
利
的
な
カ
ム
バ
ニ

I
制
と
は
無
関
係
に

＊
 

ソ
キ
エ
タ
ス
リ
人
口
名
命
日
祉
が
こ
の
責
任
形
態
に
形
成
し
て
ゐ
る
し
、
先
述
の
ク
ロ
ム
ウ
ノ
ェ
U
F

治
下
以
降
銀
生
し

た
E
大
バ

I

ト
ナ
I
u
y
ゥ
プ
は
、
会
く
私
的
契
約
の
主
礎
の
上
に
「
商
業
的
必
要
」

＊＊ 

『
因
。

E
－
－
一
与
己
目
許
可
を
採
用
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。

か
ら
、

こ
の
】
一
巳
｛
Z
L
－vo
l

＊

2
・
。
・
間
・
冨
・
巧
与
2
w
N
H『
の
2
0
r記
号
白
書
同

se岡田容
E
f
r
p
p
g
百件件。
E
Z
3
∞・

2
＝－

p
w
J
4
・m
S
E
E
F
P
P

。・口下、
ω・
E
h－－
Z
0・

＊
＊
の
w
v
p
O同
v
・
0
H・円
r
u同
町
民
一
私
は
こ
L

で
、
「
合
名
令
祉
」
が
法
人
で
あ
る
か
否
か
の
如
き
単
に
『
法
制
史
的
に
困
難
な
』
問
題
に

立
入
ら
う
と
い
ふ
の
で
は
な
い
o

バ
ー
ト
ナ
I
h
v
ッ
プ
的
曾
枇
形
態
に
ソ
キ
斗
タ
ス

名
曾
祉
〕
及
伏
3

ン
メ
ン
ダ
の
二
形
態
の
存
在
す
る
な
ら
ば
、

因に、－

Z
」
で
日
と
は
直
ち
に
問
P
F
で
あ
ら
う
。

〔

H
A口

i

－oF？
望
。
。
げ
の
cgHMHHEu
～
に
ゐ
け
る
資
本
結
合

あ
る
か
と
。

の
形
態
ど
ラ
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
も
亦
パ
ー
ト
ナ
ー
U

J

W

〆
プ
制
に
於
け
る
と
等
し
く
乙
の
ニ
形
態
を
有
つ
の
で

＊＊ 

乙
の
知
に
閲
し
て
は
、
英
吉
利
の
史
家
の
無
分
析
、
と
い
ふ
よ

b
も
無
闘
心
に
も
拘
ら
ず
、
割
払
は

論

叢

旬。山口

H
a
g
g
r
p
E官
ロ
『
と
株
式
合
一
枇

二
七



能1

号喜

論

業

第
十
閉
店
協

ノL

＊
＊
＊
 

プ
ラ

I
ケ

Y
並
び
に
へ
ッ
ク
ジ
ャ
ー
と
と
も
に
乙
の
二
形
態
の
存
在
を
肯
定
し
た
い
。
卸
ち
第
一
形
態
た
る
ソ
キ

エ
タ
ス

T
H
A口
名
命
日
枇
〕

に
つ
い
℃
は
先
越
の
如
く
で
あ
る
が
、
第
二
形
態
た
る
コ
ン
メ
ン
ダ
に
つ
い
℃
は
、

ア
ア

η
ノ
カ
合
一
祉
や
東
印
度
曾
祉
等
に
現
は
れ
て
く
る
と
こ
ろ
の

z
p仏
ぬ

H－aHH角
田
司
あ
ロ
酔
己
円
四
『
回

が
そ
れ
で
あ
る
と
考
へ

の
問
題
が
英
吉
利
に
お
け
る
株
式
合
同
社
費
生
史
の
一
論
黙
を
形
成

＊
＊
＊
＊
 

す
る
に
至
る
が
、
そ
れ
は
本
論
の
範
聞
を
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
る
故
に
、
別
稿
に
ゆ
づ
る
乙
と
、
す
る
。

る
。
従
っ
て
そ
こ
の

ロ
ロ
向
。
？
・
坦
弘
司
。
同
F
4
E
H
『
⑦
『
由

＊
拙
稿
「
株
式
令
世
愛
生
一
見
の
理
論
」
〔
粧
務
愚
論
集
、
問
ノ
一
、
八
一
一
良
以
下
μ

＊
＊
例
へ
ば
λ

コ
ヲ
ト
の
と
の
一
一
形
態
に
蹴
ず
る
弘
同
、
円
。
勺
・
0日
F
同・で－
M
－
｜
｜
併
に
註
2
と
本
文
に
お
け
る

5
白山
ogω

の
用
法
を
み

よ
！
〕
リ
プ

y
y
の
完
全
な
無
関
心
、
ヵ
ー
も
亦
こ
の
貼
に
十
分
に
は
ふ
れ
て
ゐ
な
い
。
ー
ー
そ
の
原
因
は
、
客
観
的
に
は
、
十
五
世

hm
以
来
英
辛
口
利
に
お
い
て
コ
シ
メ
ン
ダ
が
法
制
的
に
は
殆
ん
ど
そ
の
姿
の
見
失
は
れ
る
程
に
そ
の
意
義
を
減
じ
て
ゐ
た
こ
と
に
存
ず
る

で
あ
ら
う
0

〔〉

mryuJ
阿ロ立中内回＝
aH2H
ぢ

国

8
E。
岡
田
町
固
ま
。
々
自
品

5
5
2
3
J
1
0
H・
庁
、
日
匂
・
企
】
岡
崎
・

＊
＊
＊

4mvロ
ロ
】
q
h
v
r
o
r
z
z
z
F
U
2倍
、
合
同
吋
広

r
z
L
Oロ
句
ロ
ガ
ヨ

E句
会
w
円
〉
｝
弘
問
。
ロ
向
。
EHHErs岳
山
ぐ
・
戸
市
出
。
回

M
F
J
J
1
守

gorえ
宮
向
。
白
。
r－
M
内・

mw
・1
1
1同
R
r
E
r
z
u
p
p
c－
F

a
－目立

＊
山
小
＊
＊
揃
世
間
、
前
掲
、
大
入
頁
以
下
。

四

己
に
し
ば
／
＼
ふ
れ
た
や
う
に
、
ク
ロ
ム
ウ
ノ
ェ
Y
治
下
以
降
族
生
し
た
と
こ
ろ
の

E
大
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ツ

ア
の
あ
る
も
の
が
、
合
枇
機
闘
を
具
へ
、
資
本
は
譲
渡
し
う
る
と
乙
ろ
の
「
持
分
」
に
分
割

3
れ、
Z
E
r乙
－
5
g
o
s－

－山

P
E
S－
－
な
る
責
任
形
態
を
も
ち
、
以
℃
旬
。
山
口
件
l

浮
n
o
r
c
c
E宮
口
u
ー
に
き
わ
め
て
逗

3
曾
枇
形
態
を
示
し
た
の

で
あ
る
が
、
に
も
拘
ら
ず
、
在
ほ
そ
れ
ら
は
イ
ン
コ
ー
ポ

ν

I

シ
ョ
ン
な
く
し
て
は
、
J

客
観
的
商
競
を
共
代
、
又
債



務
者
を
訴
へ
、
メ
ン
バ
ー
相
互
間
の
雫
を
和
解
し
、
そ
の
責
任
を
規
制
す
る
に
、
種
A
f

の
困
難
に
透
過
し
党
。
し

か
ら
ば
之
、
が
匂
c
－H
早川広
c
岳

会
B
Eミ
と
メ

I

ト
ナ
I

シ
ッ
プ
と
の
決
定
的
相
異
黙
で
あ
る
が
。
私
見
に
よ
れ

ば
、
否
。
之
は
単
に
量
的
な
程
度
の
相
建
に
す
ぎ
ず
し
て
、
決
し

τ曾
祉
形
態
上
本
質
的
な
相
違
で
は
な
い
。
何
故

な
ら
そ
の
嘗
時
の
和
蘭
に
あ
け
る
ん
官
枇
形
態
の
殺
達
を
見
よ
。
そ
乙
が
特
殊
英
吉
利
的
な
い
は
ゆ
る
カ
ム
バ
－
一

I

制
の
外
枠
と
無
関
係
に
、
か
」
る
制
度
が
産
み
出
遣
れ
て
行
っ
た
事
を
見
て
も
そ
の
事
は
明
瞭
で
あ
ら
う
。

以
上
の
分
析
に
上
っ
て
わ
れ
／
＼
の
到
建
し
た
結
論
は
失
の
や
う
で
あ
る
。
曾
祉
形
態
と
し
℃
み
る
な
ら

ば
、
印
ち
た
、
た
「
資
本
結
合
の
形
態
』
と
い
ふ
観
貼
か
ら
見
る
・
な
ら
ば
、
パ
ー
ト
ナ
ー
ジ
ッ
ア
と
旬
。
日
己
1
2
2
w

｛
リ

C
E
U
白
河
と
の
間
に
は
、

1
i
一
六
六
ニ
年
以
降
－

E
宮
己
恒
伊
豆
一
々
。

B
宮－

q
に
轄
化
し
た
と
こ
ろ
の
形
態

を
姑
く
除
け
ば
〔
後
遺
〕
！

l
何
ら
の
本
質
的
な
差
別
は
見
出
苫
れ
な
か
っ
た
と
。
し
か
ら
ば
乙
の
雨
者
の
問

に
存
在
す
る
相
違
は
何
で
あ
る
か
。
云
よ
迄
屯
な
く
、
単
に
れ
『
丘
三
t

詑
s
r
A
V
E｝｝
EU刊
、
が
「
カ
ム
バ
ニ
T

制』

の
外
枠
を
も
っ
℃
ゐ
る
と
い
よ
乙
と
の
み
で
あ
っ
た
。
モ
乙
で
わ
れ
／
－
＼
か
う
い

λ
事
、
が
出
来
る
で
あ
ら
う
、

旬
c
Eナ
宗
門
長
。
。
E
｝ωEU刊
と
は
ー
ー
ー
姑
く
ロ
B
F
L
E
P
Z｝
一
々
三
百
円
】
h
H
H
H

）
刊
に
轄
化
し
た
一
ム
ハ
ム
ハ
二
年
以
後
の
い

・
く
つ
か
を
除
け
ば

i
lカ
ム
パ
ニ

I
的
外
枠
の
中
に
押
込
ま
れ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ャ
プ
制
、
あ
る
以
は
か
、
る

も
の
と
し
℃
の
特
殊
英
吉
利
的
な
合
一
枇
形
態
で
あ
っ
た
と
。

こ
の
わ
れ
／
＼
の
析
出
し
た
結
論
は
、
『
旬
。
古
丹
f
m

定〕。一
r
A
M－
B
宮
白
河

は
制
規
組
合
に
〆

I

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
接

論

章受

旬
。
山
口
寸
評
。
日

r
c
c
S
3ロ
い
可
と
株
式
品
目
枇

一一九



前j

準

百命

雪量

第

十

問

披

。

木
せ
ら
れ
た
る
も
の
』
と
な
す
ス
コ
v
ト
的
シ
ェ
I

？
と
全
く
一
致
す
る
。
と
い
よ
よ
b
も
む
し
ろ
、
乙
の
ス
オ
ッ

ト
的
シ
ェ
ー
マ
を
克
明
に
分
析
し
た
結
果
に
外
在
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
結
果
、
が
、

rF件1
2
2
W
C
C
E
，

日
ぷ
ミ
即
ち
株
式
合
祉
な
A
Y
と
な
す
素
朴
な
見
解
と
凡
そ
反
針
の
立
場
に
立
つ
乙
と
は
き
わ
め
℃
明
瞭
で
あ
る
。

す
な
は
も
、
わ
れ
／
＼
の
史
的
分
析
に
よ
れ
ば
、
従
来
無
雑
作
に
、
品
同
3
れ
て
ゐ
た
二
つ
の
概
念
は
全
く
臭
っ

た
意
味
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
b
、－
F
山口件
l

泣
岳
会
自
匂

guー
を
直
ち
に
「
株
式
合
枇
」
と
よ
ぶ
乙
と
は
、

生仇
e

A
b
1
 

式
曾
社
費
生
史
上
重
大
な
誤
謬
で
あ
ら
ね
ば
在
ら
な
い
。

＝一、旬。一三’
mz。｝円。。
E
｝VSU1
と
株
式
合
同
世
と
の
差
異

並
び
に
史
的
関
聯

前
節
に
お
い
℃
旬
。
日

Es誓
門
岳
会
B句
gu可
な
る
概
念
を
分
析
し
た
結
果
、
そ
れ
が
株
式
合
同
祉
と
全
く
異
っ
た

法
制
的
内
容
を
も
℃
る
乙
と
、
及
び
命
同
一
枇
形
態
と
し

τは
二
六
六
二
年
以
後
の
そ
れ
を
姑
く
除
け
ば
、
む
し
ろ

〔H
ソ
キ
エ
タ
ス
・
コ
ン
メ
ン
ダ
〕
と
同
一
の
範
鳴
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
事
が
明
瞭
と

ト
『
。
古
ナ
閉
山
古
島
の
。
B
同
川
田
昌
と
株
式
命
H

祉
と
の
差
異
を
よ

バ
I
ト
ナ

I
シ

ヅ

プ

な
っ
た
。
そ
乙
で
わ
れ
／
＼
は
更
に
進
ん
で
、
乙
の

b
立
入
つ
℃
析
出
し
、
且
つ
雨
者
の
聞
に
存
在
す
る
歴
庇
的
な
聯
闘
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

乙
の
問
題
に
立
入
る
前
に
、
わ
れ
／
1
・
、
、
は
営
然
に
合
枇
形
態
と
し
て
の
『
株
式
・
曾
祉
』
〔
伊

E
s
m吊問。－
F
宮町丹〕



の
基
本
的
特
質
を
明
確
に
把
握
し
℃
る
か
ね
ば
攻
ら
な
い
。

＊
 

之
の
問
題
は
私
い
か
別
稿
は
る
い
て
就
に
果
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
一
度
之
を
左
に
表
示
し

τみ
よ
ラ
。

A
株
式
曾
祉
に
お
い
て
は
枇
員
は
凡
そ
二
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
の
多
数
は
車
に
出
資
し
て
受
動
的
に
利
潤
の
間
蛍
に
あ
づ
か
る

と
こ
ろ
の
「
無
機
能
資
本
家
」
で
あ
り
、
企
業
職
能
は
少
数
の
中
心
的
機
能
資
本
家
H
大
株
主
の
手
に
燭
占
さ
れ
る
o
こ
の
機
能
分

化
の
事
賓
は
、
社
員
線
合
、
取
締
役
舎
、
庇
査
役
曾
等
の
曾
舵
機
関
の
中
に
客
間
的
に
表
出
せ
ら
れ
て
ゐ
る
Q
1
1
l
h
t
h
る
「
企
業

の
客
観
化
」
の
結
栄
と
し
て
、
そ
れ
は
枇
員
の
個
人
的
事
情
〔
入
社
及
び
退
枇
〕
に
一
一
路
左
右
さ
る
L
こ
と
な
き
『
永
穣
性
』
を

も
っ
。

B
株
式
合
同
世
に
て
は
す
べ
て
の
枇
員
の
責
任
が
「
出
資
を
限
度
と
ず
る
有
限
責
任
」
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
枇
員
の
個
人
性
が
企

業
の
圏
鐙
性
の
中
に
吸
牧
せ
ら
れ
、
責
任
は
た
ど
闇
睦
そ
の
も
の
に
騎
腸
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
い
は
ゆ
る
株
式
曾
祉
の
「
紋
人

＊＊ 

性
」
の
問
題
の
中
心
酷
で
あ
る
。

i
iプ
ァ

y
・
デ
ル
ス
イ
デ
Y
も
指
摘
し
て
ゐ
る
や
う
に
こ
の
全
世
員
の
「
有
限
責
任
」
は
株
式

舎
枇
愛
生
史
に
お
い
て
も
っ
と
も
重
要
な
指
標
と
な
る
。

D
以
上
の
三
者
の
結
果
と
し
て
、
株
式
曾
枇
の
資
本
は
い
は
ゆ
る
「
株
式
」
に
分
割
せ
ら
れ
、
之
が
議
開
波
せ
ら
れ
う
る
こ
と
。

申
拙
稿
、
「
株
式
合
絞
殺
生
史
の
理
論
」
〔
艇
抑
間
接
論
集
、
四
ノ
二
、
四
回

1
m
A頁
、
八
一

l
八
八
一
只
参
看
。

＊
＊

gロ
臼
『
図
。
山
」
向
。
p
u。
。
己
主
罫
色
白
崎

4
E
庶
民
g
B
4
2
N
0
4
3ロ
8
酔
曹
は
「
名
目
ロ
ザ
向
。
品
。
円
H
P
E
円同

4
8町
内
問
。
舎
一
岡
山

g色。・
Z
F

g
l
a－
－
ー
因
に
、
フ
ア
シ
ェ
ア
ル
・
ハ
イ
ヂ
ン
が
株
武
合
枇
後
生
史
に
お
け
る
「
指
様
」
門
DE41rr丸山口四島民件。氏側
W

〕
主
し
て
指
示
し

h
L

駄
を
左
に
か
L

げ
て
お
か
う
0

〔吋・
9
・句・
F
H
N
－
uudJ
〕1
1
1

A
絡
鎖
的
指
標
。
一
、
枇
長
。
出
資
よ
P
な
る
一
定
額
の
資
本
を
以
て
す
る
、
閥
横
的
責
任
〔
L
o
g
－ro
t
z
g
a
g
h
v
g
r
$
c
r己〕
H

有
限
責
任
、
ニ
、
等
様
。
譲
渡
し
う
べ
き
株
式
。

i
ー
し
か
し
＝
が
紋
如
し
て
ゐ
て
も
一
さ
へ
あ
れ
ば
株
式
合
枇
と
い
ひ
う
る
o

B
相
封
的
指
標
。
戸
、
商
事
曾
枇
た
る
と
主
、
＝
、
商
説
、
－
一
一
、
合
一
枇
機
関
、
等
々
。

論

叢

H
a
E
e言。。｝闘の
D
E宮
口
吋
と
株
式
令
枇



商

準

論

言要

第

十

四

競

詰
℃
株
式
命
日
祉
が
右
の
や
う
な
基
本
的
特
質
を
も
っ
事
を
念
頭
に
む
い
℃
、
以
下
旬
広
三
』
容
。
与
の
cBHVP
去

の
命
日
枇
形
態
と
株
式
命
日
枇
の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
ー
ー

A
L
F町三
l

嘗

g
r
。
c
B勺
富
山
刊
は
『
合
祉
機
闘
」

を
具
へ
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
、
企
業
職
能
が
少
数
の
機

能
資
本
家
H
支
配
者
圏
の
手
に
集
中
せ
ら
れ
℃
ゐ
向
か
c

之
に
つ
き
わ
れ
／
＼
は
常
然
に
ま
づ

！『。一口
4
7
Z昨
）
合
同
州

。
c
E
宮
ロ
河
、
が
の
。
SEathpg．岳町ロロ？のと
B
H
V
P
ロ
可
制
を
も
っ
て
ゐ
た
乙
と
を
想
起
す
る
で
あ
ら
ラ
。

然
し
乍
ら

之
が
本
来
づ
刀
’
ム
バ
ニ

I
制
』
の
機
関
で
あ
る
乙
と
は
己
に
指
摘
し
た
如
く
で
あ
っ

τ、
従
っ
て
そ
の
存
在
の

み
か
ら
し
て
は
、
粧
品
の
異
買
の
機
能
分
化
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
乙
と
も
否
定
す
る
こ
と
も
で
主
な
い
の
で

あ
る
。
少
し
く
先
走
る
が
、

む
し
ん
直
裁
に
言
っ
て
了
へ
ば
、

旬
CME丸山件。ロ
W

の
C
E勺
g
w
の
あ
る
も
の
が
マ
グ

ナ
・
ソ
キ
エ
タ
ス
的
形
態
を
経
℃
訟
に
近
代
的
「
株
式
命
日
祉
」
〔
－

Z
F
A凶】即位三日々

2
5宮
ロ
包

乙
の
際
そ
の
枇
員
の
機
能
分
化
と
命
同
社
機
闘
の
殺
生
は
ま
づ
。
。
寸

2
5？旨直一回
E
E
制
と
結
び
つ

に
轄
形
す
る
の

で
あ
る
が
、

い
て
そ
の
外
貌
の
下
に
現
は
れ
、
そ
の
完
成
・
近
代
化
に
従
つ

τか
、
る
ギ
Y
ド
的
な
外
形
を
揚
棄
す
る
に
至

る
と
い
ふ
闘
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
昌
吉
の
カ
ム
バ
ニ

I

的
名
稽
も
亦
同
様
の
関
係
に
あ
る
。

し
か
ら
ば
、
事
責
上

旬。山ロナ山由－
Z
の｝判。。】困問問
w
g
q
は
枇
員
の
機
能
分
化
を
ふ
く
む
と
乙
ろ
の
曾
吐
形
態
で
あ

っ
た
か
。
之
は
一
概
に
答
へ
る
乙
と
は
で
き
な
い
。
例
へ
ば
か
の
マ
イ
ン
ズ
・
ロ
イ
ヤ
U
Y

曾
祉
の
如

3
は
、
己

＊

．

、

．

、

、

に
別
稿
に
る
い
℃
指
摘
し
た
如
く
、
カ
ム
バ
ニ

I
的
外
枠
を
も
ち
乍
ら
も
そ
の
内
容
に
あ
い
て
殆
ん
ど
ソ
キ
エ



タ
ス

H
A口
名
曾
祉
に
外
な
ら
ず
、
従
っ
て
｛
機
能
の
分
化
」
を
ふ
く
ま
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
之
に
反
し
℃
ア

yη
ノ
カ
曾
枇
は
巳
に
ふ
れ
℃
あ
い
た
や
う
に
イ
ン
コ
ー
ポ
レ

I

ト
以
前
の
設
立
嘗
初
か
ら
の
毘
広
三
2
5
5
2∞

ム目水

と

E
L
2
1
P
L
2
E
Z『
2
E
と
の
機
能
分
化
を
示
し
℃
む
た
し
、
東
印
度
合
日
祉
に
あ
い
て
も
一
六

O
七
年
の
第
四

航
海
〔

F
。］
F
Z
Z
M
m
S巾
E
Z
J
1
0可
品
。
〕
の
頃
よ

h
同
様
な
岳
山
市
内

D
L
2
E
Z
2
2
と

5
L
2
f
p仏
語
巴
口
定
患
の

＊
＊
＊
 

分
化
を
、

C
C
4
2ロ
ミ
ー
レ
g
z
z
E
制
と
は
別
に
、
明
瞭
に
一
不
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

之
等
の
事
貨
は
別
稿
に

ゐ
い
℃
詳
述
せ
ん
と
す
る
と
乙
ろ
で
あ
る
。

＊
刑
務
「
英
世
口
利
に
お
け
る
初
期
の
鉄
山
食
品
料
」
「
社
合
純
一
所
史
準
、
五
ノ
七
、
〕
一
三
頁
以
下
多
照
。

＊
＊
白
《
い
と
丘
、
。
勺
・
ロ
…
宮
－

H
同・－
v
・
4
・

＊
＊
＊

P
E
C匂
・
白
山
酢
・
勺
・
自
民
・

l
司
2
｝富田
5
3
F
P
C－
同
・
な
・
ロ
q
F
同・

之
と
関
聯
し
て
生
ず
る
問
題
は
、
旬
。
日
E
8
2
8
w
p
B勺
P
々
に
ゐ
け
る
『
永
韻
性
』
〔
日
5
4
0
E
E】

2
2
2向。ロ〕

と
株
式
合
祉
の

「
客
観
的
永
績
性
」
は
同
一
物
衣
’
り
や
否
や
、
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
乙
の
場
合
に
ゐ
い
て
も
、
雨

者
の
相
違
が
明
白
に
把
握
昌
れ
℃
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
雨
者
は
し
ば
／
＼
結
び
つ
い
℃
あ
ら
は
れ
て
来
る

が
、
相
互
に
杢
く
別
物
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
守
山
口
酔
l
E
o
o
r
c
s
－νgu『
た
る
ロ
シ
ヤ
曾
祉
の
企
業
的
内
容
が
「
営

＊
 

座
的
航
海
〕
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
了
解
遣
れ
え
よ
う
が
、
耳
に
、
束
印
度
曾
祉
の
歴
史
が
そ
の
事
を
き

わ
め
て
明
瞭
に
し
め
し
て
ゐ
る
。
ず
な
は
も
一
六
一
三
年
以
降
は
じ
め
℃
そ
れ
は
、
異
質
の
意
味
で
の

ト
『
⑦
山
口
l

きち～
•Ii6 

議

U
『

O
F？
g
o
c
r
c
c
E宮
ロ
同
と
株
式
A
W祉



jfij 

与基

論

議

第

十

四

滅

四

m－寸口。］州

。。
E］
M
M
g
u
y

と
な
・
夕
、

同
時
に
設
立
以
来
の

『
営
座
的
航
海
』
〔
国
4
2
P
Z
2
3唱団山田∞旬。

zz
い

2
ロ
ナ

国8
0
E
の
制
度
を
揚
棄
し
℃
永
績
的
『
曾
祉
企
業
』
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
こ
の

は
決
し
て
、

「
企
業
の
永
績
性
』

－
六
O
O
年
及
び
一
六

O
九
年
の
特
許
肢
に
よ
っ
て
典
へ
ら
れ
た
カ
ム
バ
ニ

I
制
の
「
永
頑
性
」

〔
宮
円
宮
古
田
－

2
2。
町
田
一
。
ロ
〕
か
ら
生
れ
出
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

＊
 

営
座
性
を
揚
棄
し
た
事
情
と
丸
信
く
同
様
で
あ
っ
て
、
東
印
度
に
あ
け
る
支
店

q
g
E
4〕
が
確
立
高
れ
、
従
っ

て
本
園
と
の
航
海
が
頻
繁
と
な
b
、
東
印
度
貿
易
そ
れ
自
身
の
内
容
が
永
績
性
を
一
帯
以
℃
来
た
か
ら
に
外
な
ら

事＊

－
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
カ
ム
バ
ニ

I
制
か
ら
で
な
く
、
合
同
祉
企
業
の
内
容
そ
の
も
の
か
ら
、
そ
の

む
し
ろ
そ
れ
は
、
和
蘭
束
印
度
合
枇
が
そ
の

ー「

商

業
的
必
要
」
か
ら
由
来
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

＊
m
g宗
O
一喝・

0
F
］【『w
匂・口由。
F
ー
ー
そ
の
他
史

5
9
同・同
γ

品出回参照
Q

＊
事
司
自
何
回
g
r
o
ゲ同）。］［い円
G
H
FロAHm
。r
o
H
H
H
W
E
品。】君。
E
勺息苦一
o
m
z
L
O
吋】叶・凶宮
W
4
3
r
F
H
M
V
F

B 
＊事＊同肩口件。ョ回目白件。
q

o
町
民
岳
山
m
r
F
L
Y
同・回苫同
l
l
1
F
g
F
8・。
F
H
u

－v・同由良・

、、．、

に
於
け
る
枇
員
は
す
べ

τ有
限
責
任
で
あ
っ
た
か
。
｜
｜
こ
の
問
題
に

次
に
旬
。
町
田
酔
1
2
2
r
。。自｝）

gU1

つ
い
℃
は
、

少
く
も
一
六
六
二
年
の
チ
ャ
I
Y
ス
二
世
の
僚
例
以
前
に
は
、

か
、
る
事
貨
を
否
定
す
る
乙
と
は
＊
 

マ
イ
ン
ズ
・
ロ
イ
ヤ
Y
命
日
枇
は
明
白
に
会
枇
員
が
無
限
責
任
を
負
つ
℃
ゐ
た
し
、
一

＊＊ 

の
事
貨
が
指
摘
せ
ら
れ
う
る
。
更
に
束
印
度
合
祉
に
つ
い
て
み
る
も
、

恐
ら
く
諜
で
は
な
か
ら
う
。

ロ
シ
ヤ
命
日
一
枇
で
も
無
限
の

「
徴
牧
」



ν
守＊＊

六
O
一
－
年
の
第
一
同
航
海
の
メ
ン
バ
ー
は
明
白
に
無
限
責
任
を
ゐ
つ

τむ
る
し
、

＊
＊
＊
旅

田仲

1
2。
。
附
の
場
合
に
十
分
に
推
測
せ
ら
れ
う
る
と
乙
ろ
で
あ
る
。

一
六
一
七
年
の
第
二
同
旬
。
ァ

＊
拙
稿
「
英
吉
利
に
お
け
る
初
期
の
銀
山
倉
枇
」
円
枇
曾
経
済
史
組
事
、
五
／
七
、
二
ニ

1
一
凶
頁
、
二
四
｜
一
一
五
頁
、
〕
参
照
。

＊
＊
a
c
O
H
4
F
C旬
・
白
山
酔
・
同
］
「
匂
・
品
A
P

・

車
＊
＊
h
『
岳
町

E
H
Wヨ
居
。
、
〉
ロ
ロ
州
V
U
O周

忌

。

民
C
ロ
む
句
作
許
す
目
。
回
出
撃
酔
同
ロ
品
目

g
c
c自
宅

H
5
3
］「・で－
H
串印・

＊
＊
＊
＊
m
o
Q
A
F
F
M
r
M
L
・

『
破
産
に
関
す
る
布
告
の

＊
 

保
例
』
〔

k
g
p
a
L
o
d
r
gき
4
0
0
R
2
E
m
国
自
］
白
石
Z
〕
と
題
遣
れ
る
議
曾
の
傑
例
に
よ
っ

τ、
英
古
利
に
℃

と
乙
ろ
で
王
政
復
古
の
直
後
一
六
六
二
年
〔
チ
十
I

Y

ス
二
世
治
下
〕

に
あ
け
る

は
始
め
℃
杢
枇
員
の
有
限
責
任
を
も
っ

ト『C
宮酔
12円。
W
C
B宮
弓
が
つ
く
b
出
遣
れ
た
。
該
僚
例
は
、
東
印
度

合
枇
・
ア
ア

9
カ
命
日
枇
及
び
同
様
な
旬
。
日
巳
お
酔
c
d
r
c
c
E
M
M
P
E
g

で
』
〔
句

g
gロ
宮
〕
「
破
産
法
」
〔
F
P語
。
同
国
富
町

4gu己
の
趨
用
を
う
け
る
事
な
し
と
云
ふ
事
を
規
定
し
た
。
か

の
祉
員
は
担
夫
に
針
し
『
そ
れ
充
け
の
額
ま

て
！
『

C
宮
寸

mxsr
。。ロパ戸回一話回
U
1

の
枇
員
は
之
に
よ
っ
℃
た
ビ
未
抑
込
の
部
分
だ
け
の
責
任
を
む
ふ
乙
と
、
なホ＊

ス
コ
ッ
ト

「
有
限
責
任
」
制
は
、

b
、
そ
の
責
任
は
「
有
限
責
任
」
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の

が
己
に
指
摘
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
例
へ
ば
、
ロ
シ
ヤ
曾
枇
、
。
。
B
宮
ロ

uE同
開
丘
四
回
。
予
等
、
事
責
上
質
行
せ
ら
れ

ム
な
か
っ
た
場
合
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
と
も
か
く
一
六
六
二
年
以
後
十
『
己
E
1
2
2
w
p
B官
民
g
の
大
部
分
が
「
株

式
曾
枇
」
〔
ロ
B
宮円山口
P
ず
庄
司

S
B
H
V
S
W〕
に
移
行
し
た
わ
け
で
あ
る
。
か
、
る
も
の
に
つ
い
℃
見
れ
ば
伊
古
？

論

議

旬
。
日
己
J
d
g
－
r
c
c
E句
担
間
同
と
株
式
合
一
枇

互乙



存証

IP, 

手点”‘
両I氾

議

第
十
阿
暗
部

ム，、

盟会－

w
p出
〕
一
宮
ミ
は
「
株
式
合
枇
」
を
内
海
と
し
、
「
カ
ム
バ
ユ

I
」

制
を
外
枠
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
云

ぴ
う
る
．

＊

Z
・の自－

HH－。・凶串－

mgCM件。∞。同
H
r
o
出
E
F
M
W
J
1・同
γ

合
唱
！
l
t
m
g
p
c匂
凸
山

f
F
弓・日
4
0
・

J

ゃ
＊
窃
凸
♀
仲

va－。広－
H・
℃
・
主
ベ
i
I
l
a－出向。つ
FHHgyH）向。件目。ロ奇心可色合
D
g
g
2
3
l
i
p
－rr
”の
C
E宮
司
・

c 

終
b
に
旬
。
一

E
t
E（
］
岳
会
E
H
g
z河
の
資
本
は
同
額
の
株
式
に
分
割
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
譲
渡
せ
ら
れ
て
ゐ

だ
か
。
！

l
こ
の
黙
は
種
今
の
ω

一
品
ア
ン
ス
が
あ
る
に
し
て
も
大
韓
に
ゐ
い
て
肯
定
き
れ
ヲ
る
。

マ
イ
ン
ズ
・
ロ

ク
ロ
ム
ウ
ヱ
ル
の

特
許
航
に
よ
る
改
組
〔
合
同
束
印
度
命
日
枇
〕
に
い
た
る
迄
に
か
な

b
の
進
歩
主
遂
げ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
れ
令
。

イ
ヤ

Y
合
同
敢
に
つ
い
て
は
、
資
本
が
比
例
的
持
分
は
分
割
に
せ
ら
れ

τゐ
た
比
せ
よ
、
明
白
に
こ
の
事
買
を
み

う
る
。
来
印
度
曾
祉
に
五
い
℃
は
夫
は
第
四
航
海

三
六
O
七〕

頃
よ

h
あ
ら
は
れ
始
め
、

＊
拙
稿
、
「
英
古
利
に
お
け
る
初
期
の
鍵
山
合
社
」
〔
前
裕
、
二
一
頁
以
下
〕

＊
＊
担
。
台
4
F
4
f
u

］
［
J

同

w
同

Y
P
Z
L
A
－一戸悶由・

し
か
し
乍
ら
、

こ
の
黙
は
必
ず
し
も
「
株
式
曾
枇
」
及
び

旬。山口仲’
mw
き。
W
4
0
5匂
P
ロ可

に
の
み
限
ら
れ
た
事

宜
で
な
く
し

τ、
バ

I
ト
ナ

I

シ
ッ
プ
に
も
随
件
し
う
る
現
象
で
あ
る
乙
と
は
就
に
運
べ
た
如
〈
で
あ
る
。
そ

れ
の
み
な
ら
ず
、

乙
の

『
持
分
』
が
盛
氏
譲
渡
せ
ら
れ
、
市
場
に
流
遁
し
、
投
機
芯
へ
行
は
れ
る
や
う
に
な
る

の
は
、
古
志
に
「
抹
式
曾
吐
』
と
し
℃
の

旬
。
日
出
ゲ
訴
件
。
。
げ
の
C
同
H
M
H
g
ロ可

の
己
に
成
立
せ
る
十
七
世
紀
末
以
来
の



本

事
情
に
属
す
る
乙
と
は
注
意
せ
ら
る
べ

3
で
あ
る
。

＊。－
1

・。．四－
m
。。－
E
J
C

旬・。日件”］［・司・
U
M
m
M
・

＊ 

＊ 

2ド

以
上
の
簡
単
な
比
較
に
よ
っ
て
わ
れ
／
＼
の
え
た
結
果
は
次
の
や
う
で
あ
っ
た
。
す
な
は
ち
、

匂士山口
47
エ仲
C
A
W

。。
H
H

】匂目白河

と
株
式
命
日
枇
と
は
、
杢
く
そ
の
意
味
内
容
を
異
に
し
た
概
念
で
あ
っ
た
。

に
も
拘
ら
ず
、
両
者
は

何
ら
出

E44as，。山
2
で
は
な
く
し
て
、
！
『
F

同巳’
m酔
。
長
（
ゲ
ロ
戸
市
ロ
白
河
の
あ
る
も
の
、
郎
ち
一
六
六
二
以
後
の
そ
れ

の
多
く
は
株
式
曾
世
で
あ
b
、
た
い
、

「
カ
ム
バ
ニ

I
制』

の
外
枠
を
も
っ
て
ゐ
た
の
み
で
あ
る
。

之
、
、
で
、

－
H
C
目白骨
t
E
S
F
のC
E
H
｝
日
ミ
と
株
式
合
枇
と
の
史
的
閥
聯
の
問
題
が
あ
ら
は
と
な
る
。
印
ち
、
英
士
け
利
に
あ
い
て

は
、
特
殊
な
「
カ
ム
バ
ニ

I
制
』
と
む
す
び
つ
い
た
合
枇
企
業
た
る

F
宮内
I

害。。
r
C
E守
口
可
の
殺
遣
の
中
か

ら
、
か
、
、
る
外
貌
の
下
に
、
株
式
合
枇
が
殺
生
し
た
の
で
あ
る
。

乙
の
知
英
吉
利
に
む
け
る
株
式
命
H

祉
費
生
史

の
重
要
な
特
殊
性
を
形
造
る
。

乙
の
故
に
乙
そ
、
株
式
合
同
社
殺
生
史
の
一
章
と
し
て
英
吉
利
に
あ
け
る
旬
。
山
口
ナ

m
山雪。
W
C
c
g
宮－

q
の
史
的
研
究
が
重
要
な
意
味
を
饗
得
す
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
従
京
一
般
史
家
に
よ
っ

τ、
素
朴
に

F
E同
1
2
c
c
r
c
o
B匂
世
田
句
、
が
株
式
合
祉
〔

h
z
r占
。
白
色
i

由。－
S
P
U
E
S
L
0
6
2
2
5。
。
宮
内
宮
市
〕
と
同
一
視
せ
ら
れ
、
『
念
日
ロ
ナ
霊
安
－
rAUCBH話
回
、
は
ギ
w
y

ド
制
に
端
を
殺

す
る
制
規
組
合
と
中
世
の
バ

I

ト
ナ
I

ジ
ッ
プ
と
の
癒
合
し
た
と
之
ろ
に
殺
生
し
た
』

と
な
す
ス
コ
ヴ
ト
の
結

論

議

Maza初
吉
勺
｝
円
。
。
吉
田
）
旬
、
白
河
と
株
式
命
H

世

七



商
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叢

第

十

四

競

A 

念
岡
山
川
、

さ
H
H
一“7
b

直
ち
に
以

τ
「
株
式
舎
一
枇
殺
生
史
の
し
V

Z

ー
マ
』

に
轄
用
せ
ら
れ
し
事
、
が
誤
謬
で
あ
る
乙
と
は
完
杢
に

明
白
井
」
な
っ
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、

英
古
利
に
ゐ
け
る
株
式
合
枇
殺
生
史
の
研
究
に
際
し
℃
の
わ
れ
／
＼
課
題
は
、

ま
づ

lrz？
閉
山
宮
島
内
。
臣
官
ミ
か
ら
『
カ
ム
バ
ニ

I
制』

の
外
枠
を
捨
象
し
て
、

そ
の
内
界
を
な
す
合
同
社
企
業
そ
の

も
の
、
形
態
準
化
に
日
を
止
め
る
事
、
更
に
立
踊
っ
て
株
式
合
祉
の
展
開
に
英
吉
利
型
の
特
殊
性
を
奥
へ
る
と

乙
ろ
の
要
素
た
る
限
b
に
ゐ
い
て
カ
ム
メ
－
一

T
制
の
役
割
を
明
か
に
す
る
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し

嘗
て
わ
れ
／
＼
が
規
定
し
た
と
乙
ろ
の
「
株
式
曾
祉
経
生
史
の
理
論
」

し
、
和
蘭
と
英
吉
利
と
の
雨
闘
に
る
け
る
接
展
が
完
杢
に
統
一
的
に

1
l単
な
る
羅
列
で
ま
な
く

1
1問
解
し

が
そ
の
本
来
の
力
を
獲
得

て
乙
そ
、

う
る
の
で
あ
る
。

日逝記

こ
の
稿
や
－
草
す
る
に
あ
た
っ
て
、
長
崎
高
等
商
業
翠
校
教
授
武
藤
長
蔵
先
生
よ
り
、
特
に
『
醤
（
倫
教
）
東
印
度
禽
枇
と
我
閤

と
の
交
通
貿
易
』
〔
長
崎
高
商
創
立
三
十
周
年
記
念
論
文
集
〕
の
第
三
章
よ
り
有
盆
仕
御
敬
一
択
を
う
け
た
こ
と
や
－
記
し
て
、
厚

〈
感
謝
の
意
を
表
す
る
o


